



















第一節 オセアニア午肉産業の概況 7 












第四節 モデルの推定結果 25 
(1) 個々の方程式の推定結果
(2) 推定結果の体系的聾示
第五節 シミュレーション分析 35 
(1) 事後予棚(バリデーション)
(2) 事前予測(プレディクション)
第六節 動学乗数分析 41 



































































第五輩、環太平洋地域の経済発展と韓物貿易の構造変化 1 9 1 
第一節、はじめに 1 9 1 
































































































































































































!とすると、子羊は O.6、乳牛ではジャージー牛が 6，5" フリージアン牛が7.5 、雄
牛は 5.0、子牛は 2，0 I 肉牛では僅牛 6，0、雄牛 5.0、子牛 3.0である。図 1-1では、


















































業農家(しかも羊に対する副業としての経営)であり、 1 9 80年における羊牛兼業








動は含みつつも 19 7 6年までは着実にのびて来ており、それ以後、減少に転じてい




たが、それ以後、 19 7 7年まで急速に増加し、以後再び下落して 620千トン(1 9 8 0年)




示している。つまり 1962-3年で極小、 1973年で極大、 197....8年で極小、 1980年
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supplementary minimum 78年に導入された政府による補足最低価措計画(S MP : 




























市場価格が設定され，と安定帯上限価梧(トリガ一価格 Pt ) ミニマム価格 Pm ) 
市場ボードはいかなる措置も発動しないが、p ，-3がこの聞に落ち着いた時には、
価格 PIが安定帯下限価梧 Pmを下回った場合 P'"と PIとの差額を食肉ボードが農
さらに補足最低価格 PsとPmとの差を政府が補助するというもので家に補填し、
市場価格 P2が政府の補足最低価格 Psと食肉ボードの安定帯下限価格 Po1とある。
補足政府のみが、ボードは知何なる措置も講じないが、の聞に落ちた場合には、


























( 5 )また乳牛と肉牛との割合についてみると、 1S 6 0年を境に、 肉牛の飼養頭
数が急敢に増加している(1 S 8 0年での比率は肉牛 520万頭に対して、乳牛



























ては、 これらは実琵性・揖作性 (practicabilityor operationality)を欠いてお
り、統計的頑健性(robust!lesslを持たない。従って適用の容易さという尺度から
言えば、これらは必ずしも理論面で強調されるほど良好な推定法とは言い難い。
妥協した推定方法として 2段階最小 2乗法 TS L S (あるいは制限情報最尤法Ll5E)
等がしばしば用いられる。 しかし TS L Sの場合ですら、もしモデルの規模が大きい
時には、過小標本問題 (theundersized problem)に直面する。つまり外生変数の





では主に OLSおよび操作変数法(t h e instrumental variables methodslを第 l次接
近として探用することとした。
(1 )構 、d=主主 青3
本稿の主たる関心は、 静学的な哩1)面よりはむしろ動学的な側面にある。 それ故、
推定結果を用いて動学乗数効果を導出することを容易にするために、 全体の関数




A * Y (t) ー B*Y(t-l) + c * z (ti + v (t)……………………{ト1) 
ここて'
A......'・a当期内生変数の係数行列(次元 nxn)
B …‘・・・・・ラグ付き内生変数の係数行列(次元 nx n ) 
C …・・・・・・外生変数の係数行列(次元 nx n ) 
Y (t)…・・・当期の n次元内生変数ベクトル
Y (t -1)…・ラグ付きの n次元内生変数ベクトル
Z (t)…， ，・ E個の外生変数からなるベクトル
V (t) ，. • .，確率的誤差項のベクトゾレ(n次元)
n… I I t I I .内生変数の数
m…・・・・・・外生変数の数
なお、モデルの規模は、内生変数 n= 1 4、外生変数m= 1 Sであり、




変数の順に項をを整理したものである。 これは、 もとの体系の構造形( t~e 
structural form) ) と呼ばれるものであり、 内生変数ベクトル Y(t)に関する一階
定差方程式の体系をなしており、 以下の分析の出発点となるものである。
( 2 )誘 導 責5
システムの動きを検討するためには、 それを同時方程式体系として解くことが
必要となる。 その際、 次の 2段階の解法が試みられる。 ( i ) :最初のものは、 システ
ム内の内生変数を全ての先決変数(すなわちラグ付き内生変数および外生変数)
-15・
の関数として解くものであり、 (ii) 第 2のものは、システム内の内生変数を外生変
数のみの関数として解く方法である。 このうち前者はシステムの誘導形( t h e 
reduced form )と呼ばれる。これは、構造形の方程式(1 )式において、係数行列 A
(当期内生変数のベクトルの係数行列)の逆行列を(左から)両辺に乗ずること
によって導出される。つまり
y(t) = A-1B 事 Y(t-l) + A-1C ヰ Z(t) + A-1 ヰ v(t) 
=π1事Y(t-l) + πE本Z(t) + u (t) . . (1-2) 
ここで 7C1 司.骨 A -1 B ( n x n 次元)
π2 -ー A -I C ( n 1 m 次元)










Y (t) = (1-π1 ) ー1π2本Z(t)+[gij] [λI ， λ2 ， ・ λn: ] ノ・・・(1-3) 
= Y・(t)+ y (t) 
ここで λi (i = 1、2…、 n)は、 (1-2 )式にお付るラグ付き内生変数の係数行列
πlの圏有根(特性根 the eigen values:characlerislic rools)である。行列
[giiJ (i， j=l、2、…、 n)は、初期条件によって決定されるべき任意定数の行







係数行列 π1の各固有根の累乗値の線形結合したものからなる。 また第 l項は非斉
次解(特殊解)に対応している。ここで外生変数ベクトルz(t)の係数行列は、後
述する長期乗数行列と同ーのものである。
( 4 ) 安定性条件と固有値


















T = 2π/ tan-1 (b/a) 
s =.Jτ可v




数が導出される。そのうち 2つ、つまり短期衝撃乗数 (the short run impact 
阻ultiplier)と長期乗数 (the 10ng run mu1tip1ierJについては既に言及した。本
節ではこれらについてより詳しく説明しておこう。
誘導形の式(ト2)において、ラグ tを 1期ずらすと
Y (t-l) =πl' y (t-2)+π2・Z (t-l) + U (t-l)………………( 1-2 ) ~ 
これをもとの式(1斗)に代入して
Y (t) =πI {π1・Y (t-2) +πE・Z (t-l) + U (t-l)} +π2・z(t)+U(t) 
=π12.Y(t-2)+π1π2 . Z (t骨 1)+π2・z(t) +π1・U(l-I)+U(t)
この操作を s固くり返すと次のようになるロ
Y (t) =π1..I.Y (t-s-l) + L π11π2・Z(t-l) +I π1 I・U (t-l) …… (1-4) 
1=0 1=0 
この式において安定条件を考躍する。前述した知く、安定条件は最大臣有担の
絶対置が lより小さいということを意味する。言いかえれば、行列 πI~ • 1が、 Eが
限りなく大きくなるにつれて、ゼロ行列に近づくということである。つまり




y (t) = L π1 Iπ2・Z (t-1) +L: π1 I・U(t-1) …………… (1-5) 
]=0 1=0 
種々の動学乗数の定義式はこの式の右辺の第 l項 {Z(t-1)の係数!の継続的な
成分項から得られる。つまり lの値 0，1， 2， 3，……に応じて、 π2、π1π2，π2π2 ， 
π1 3π2 ，……となる。これらの行列は、外生変教の変化が同期または、それに引
き続く時期において内生変数に及ぽす影響を示すものであり、短期衝撃乗数行列
( 1 = 0の時つまり π2 )、および各期 (1=1，2，…)におげる時差乗数行列 ( t h e 
de1ay multiolier matrix)と呼ばれる。 また、これらをラグ =0の時点から各期ま
での累積値の形で示したもの、つまり π2，π2 +π1π2，π2 +π1π2 +π! 2π2， .・
. (1 +π1+π12+… +πI I -1 )π2 は、各期における累積乗数行列(thecumu 













ニュージーランドの場日本市場 15 ，ばであり、アメリカ市場 63， 4目、場合、
( 1 9 8 0年)。日本市場 16. 7 ~と大きいアメリカ市場 73，4目、合、
通常は、( 2 )非課形体系で係数行列の要素が定数ではなく変数となる場合、
(推定期間中の)平均値を用いることが多い。その
実質的なサンプルサイズは( 3 )方程式中に i期のラグを想定しているため、
lつ減って 21となる。
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水準の関数として決定される。具体的には、次節の(l)， (2)， (7)， (8)式がそれであ
る。






































































































(-1. 52861) (0.587562) 
-ー① USAMQ 


























+ 1. 44523本L1(USAMQ+ASJMQ) 
(4.46962) 




= -0.288568 + 0.658951事RPRC1 + 0.000485545本ASPRUS
(-2.11037) (5.89002) (2.09844) 
+ 0.659942tASJMPO 
(5.62938) 
R2=0.826158 D. ¥l{. =1. 3889 
= -5875.18 -3.95222事PRODl + 9.84722本USAMQl -53.9568宇BARLPR
(-7.80656) (・2.99776) (2.64025) (-1. 91464) 
+ 1.3289事ASNTC1
(20.2255) 
R2=0.985266 D. W. =0. 8821 
⑦AEXOTS = PROD -CONSM -USAMQ -ASJMQ 
<<ニュージーランド・サプモデル>>
@USEXQ = -25.0542 t 0.0280026ヰUSMPR t 1. 946*USGNPO 
(-0.947462) (1. 85787) (2.74636) 
R2=0.768 D.W.=1.823 
@JPEXQ = -3.03802 ・0.00017623キJPMPR t 0.298891村山口-0.971751キTIME
(-2.04049) (-0. 277606J (2.7395) (-2.07993) 
R2=0.591 D. W. =1. 743 
⑩tiCONSM = 40.8493 ・ 0.845239ヰNBFPRO t 1. 2719tNMTPRO ・ 0.118819章NPIPRO




R2::0，776 D，Y{， ::!.1324 











: 37，2703 t 0，760328ヰNZBFPS
1. 20844) (4. 256(5) 
- 1. 69485キTIME 
(1. 35595) 
= 546，567 + 0.91005ヰNZKBCl


















R2=0.938168 D. W. =0， 9847 











A S JMQ =オーストラリアからの日本の牛肉輸入量(千トン)
CO~SM =オーストラリアにおけるヰ肉総消費量(千トン cwt)
PROD =オーストラリアにおける牛肉総生産量(千トン cwt)

























T 1 lH =トレンド
~MTPRO =ニュージーランドにおける実質羊肉価格(C P 1で修正清み、キ
ログラム当たり NZセント)
NPKPRO =ニュージーランドにおける実質豚肉価桔(C P Iで修正清み、キ
ログラム当たり NZセント)

















数ベクトルに対する係数行列(すなわち、 当期内生変数ベクトル Y (t)の係数行列
























、々 0.32654および 22.46046(年/サイクル)であることが導かれる。つまり lサ




USAMQ. A0S.JαMxQ p CONSM PROD RPRC 
ASNBC AEXOTS 
A1C1SOSJANMSQ M Q 
1.α:m O.α:m O.α:m O.αX氾 O.αXXl O.α:m 
O.αx:o 1.αXXl O.αx:o O.αまお a αxx) a α:0 O.α:0 
O.αX泊 O.αxぉ 1.αxx) O.α:m 819.3ヲ70 O.α:00 O.αX泊
PROD -1. 4452 -1. 4:;2 O.αx:o 1.α:0 615.6110 0.CfX1J O.αχぉ
RPRC O.αxロ O.αX氾 O.αx:o O.αXXl 1.α:x:o O.α:00 O.αX氾
ASNBC O.α:ro O.αXXl O.αx:o O.αx泊 O.α:x:o 1.αx:o O.αx:o 
AEXOTS 1.α:x:o 1.αXXl しαxx) 1ー.αXXl O.αx:o O.αx:o しはX泊
JUNPSCEOXNQ  SM 
O.αX泊 O.αxx) O.αX氾 O.αXXl O.αx:o O.α文。 O.αX氾
O.αχ沿 O. αχ幻 O.αX泊 O.αXXl O.α:0 O.αxx) O.αxx> 
O.αx:o O.αxx) O.αxx) O.α:ro O.αXね O.αX幻 O.αlX) 
NNZBQF?BRM O a αx:o O.αX氾 O.αx:o O.αXXl O.α:xコ O.α:x:o O.CO:O O.αX均 O.αx:o O.αxx) O.αXXl O.αX泊 a αX幻 O.αlX) 
NZNBC O.αX沿 a α:0 O.αx:o O.αXXl O.α:0 O.α以3 O.αX氾
NEXOTS O.氏以3 O.αx:o O.αx:o O.αX泊 O.αXXl O.α:x:o O.は:x:o
USEXQ JP0.EαXχQ 均 NCONS~i NZQBM NBFPRO NZNBC NEXOTS 
UACOSAINMSQ M Q 
O.αX均 O.αxゎ O.α:ro O.αxぉ O.αlX) O.αXXl 
O.αXXJ O.α:0 O.αX氾 O.o:n O.α:ro O.αX泊 O.αXXl 
O.α:ro O.αχ均 O.αX幻 O.αx:o a αXXl O.αX泊 O.αXXl 
PROD O.α:0 O.α:0 O.αXXl O.αX氾 O.αX氾 O.αx:o O.αヱ泊
RPRC O.αXね O.α:0コ O.αX刃 O.αx:o O.αxゎ a αx:o O.αXXl 
ASNBC O.α:xo O.αX氾 O.αX幻 O.αX氾 O.αX氾 O.α:xo O.α:m 
AEXOTS O.α:xo O.αX泊 O.αX氾 O.αχp a αx:o a 氏以3 a αxx) 
UINPSCEOXNQ  SM 
1.α:xo O.αx:o O.αXXl O.αxx) O.αx:o O.αXXl O.αXXl 
O.αx:o 1.α:0 O.αXXJ O.αlX) a αx:o a αm O.αx泊
O.αXXl O.αXXJ 1.αX泊 O.αXXl 0. 8452 O.αxx> O.αXXl 
沼曾品 -0.0232 O.但32 O.α:x:o 1.αlX) O.αXXl O.αx:o O.αlXl O.αXXl O.αxx) O.αxx) O.はロコ 1.αX氾 o.ccoo O.αX氾
NZNBC -0.1933 O.α:x:o O.αXXJ O.は::00 O.αxx) 1.αxx) O.CO:O 
NEXOTS 1.αロコ 1.α:0 1.αx:o -1.αXXJ O.αxx) O.αxo 1.αx:o 
表 1-2 構造形:.先決内生霊数の係数行列(B)
'USA.¥1Q ASJMQ CONSM PROD RPRC ASNBC AEXOTS USA.¥fQ 0.1245 O.αxc O.αxロ O.αX泊 O.αX氾 O.αX幻 a αx:o ASJMQ O.αX沿 Q.αχロ O.αX氾 O.α:m a α沼3 O.α以3 O.αX氾CONSM O.α))J 0.0.:刃 O.αxロ O.αX氾 0.αロ3 O.α:0 O.αxx) PROD -1. 4452 -1.4452 O.α))J 0.6277 615.6110 0.0270 O.α:0コRPRC O.α::OJ O.α:0コ O.αX泊 O.αX幻 0.品5句 0.00:刃 O.αX泊ASNBC 9.8472 O.α:00 O.α:0 --3.9522 O.αxx) O.α:0 O.はロコAEXOTS O.α))J O.αX泊 O.αm O.αm a αmコ O.αm O.CXXX> USEXQ O.αxゎ a αm O.αm O.αX氾 O.α:0 O.α:0 O.αx:o JPEXQ O.α::OJ a αxx) O.αX泊 。‘αXXl O.αxx) a α:m O.αxx) NCONSM a α:co O.α:co O.α:m O.αX氾 a αmコ O.αxo O.OXXコNZQBM O.αXXJ O.α:m O.α:m O.αxx) a α沼3 O.α:0 '0.αX幻NBFPRO O.α:xコ O.αm O.αxo O.αxx) a α))J O.αxゎ O.α:0 NZNBC O.α:m a αX氾 O.αxo O.αX泊 O.民ロコ O.αxゎ O.αx:o NEXOTS O.αx:o O.αm O.α:0 O.αXXJ 0.α:0コ O.αmコ O.COX> 
USEXQ JPEXQ NCONSM NZQBM . NBFPRO NZNBC NEXOTS USA!vlQ O.α:x:o O.αX泊 O.氏以コ a αxゎ O.α:m O.α:m O.αX幻ASJMQ O.α:0 O.α:m O.αxx> 0.0:ロコ a αまね O.α:00 O.αX幻CONSM O.αXぬ O.αX氾 a αxx> 0.0:ロコ O.αX均 O.α:00 O.αxo PROD O.αxx> O.αX氾 O.αxx> a αX泊 O.αx:o 。‘αロコ O.αXXJ RPRC O.αxx) O.αlXJ O.αx:o O.民間 O.αロコ O.αX泊 O.αXXJ ASNBC a α:0コ O.αxx) O.αxx> 0.αロコ a αnコ O.α:m O.α:x:o AEXOTS O.民間 O.αX泊 ‘a αX泊 a αxゎ O.α:x:o a αXlO O.αlXJ USEXQ O.αxx) O.αm O.α:0 O.αxロ O.αx:o O.αX悶 O.αXXJ ]?EXQ O.αXぬ O.αm O.αx:o O.αlXJ O.αx:o O.α丈氾 O.αXXJ NCONSM O.αX泊 O.αxぉ 。‘α:m O.α:x:o a αxゎ O.α:x:o O.αX氾NZQBM -0.0232 -0.0232 a αロコ 0.3595 O.αX泊 0.0719 O.αXXJ NBFPRO O.αm O.αxx) O.α:m O.α:xコ 0.5694 O.αX幻 O.αX幻NZNBC -0.1933 O.α:m . O.α:m O.αx氾 0.(0)) 0.91∞ O.αXXJ NEXOTS 0.0:00 O.αX泊 O.α:m O.αm O.αxx) O.α:x:o O.αx:o 
寸1・
表ト3 構造形:外生変散の係数仔列 (C)
定数項 MTRTP RGDP ASPRUS ASJl¥.IPO 
ACUSOSj ANh LSI1Q b f 
-87. -4316 0.0筑羽 O.αX氾 0.3369 O.αxx) 
ーし2135 O.αX沿 O.αX氾 O.αx:o -10.7948 
9押.48叩 1.5539 l. 5177 O.α:0 O.αX氾
PROD -36.3897 O.αm O.αxo O.αX氾 O.α:00 
RPRC -0.2886 O.αχ泊 O.αxxコ O.α))5 0.6599 
ASNBC -5875.1802 O.αXJ.コ O.αxo O.α:00 O.α:00 
AEXOTS O.αDコ 0.0ま)Q O.αDコ O.αm O.αX氾
USEXQ -25.0542 O.ro:刀 O.αDコ O.αχ幻 O.αx:o 
J KPC EOXNQ SbI -3.0380 O.α刀コ
O.αxゎ O.αX氾 。‘αx:o
40.8493 O.αχゎ O.αX幻 O.αχ沿 O.α:0コ
NZQB:-'l -278.0350 O.αxゎ O.αXJJ O.α:0 O.α:00 
NBFPRo 37.2703 O.αY.X) O.αX刃 O.α:0:コ O.α:0コ
?、~Z~BC 546.5670 0.0:立)) O.αxゎ O.αXJ.コ O.αm 
l'¥EXOTS O.αX1J O.αま刀 O.αχ幻 O.α:00 O.αX幻
BARLPR USGNPo JGNEO JTBJMQ TIME 
AUCSO1AX1hSiQ λ I 
O.αX氾 25.1681 O.αxゎ O.αX氾 O.α:00 
O.αχ幻 O.∞:J:) O. 1429 O. 7840 -3.2344 
O.αX氾 O.∞羽 O.α工氾 O.αX刃 O.αX幻
PROD O.αX幻 O.∞羽 O.α:00 O.α工幻 O.αX氾
RPRC O.α工わ 0.0:;つコ O. o:x刀 O.α工氾 O.αx'o 
AS~BC -53‘9568 O.C':OJ 0.0α)') O.αX幻 O.αXJ.コ
AEXOTS O.αx'o 0.00刀 0.0主わ O.αX氾 O.αX氾
J UT4PSCEOXNQ  SLI 
O.αX幻 11. 946:) 。曾α立〉つ O.αX氾 O.α:XXJ 
O.αXJ.コ O.OY.XJ 0.2989 O.αχゎ -0.9718 
O.α:0 O.α工ロ O.αm O.αxゎ O.αX氾
TqZBQ F BhI O.αX1J O.∞泊 O.αX氾 O.αX1J 一7.2531
ト:BFPRつ O.αxゎ O.αXfJ 0.0α刀 O.αxo -1.6948 
NZ;-.iBC O.α:0 O.O:XXJ 0.00:刀 O.αX氾 O.α)')Q 
1'¥EXOTS O.αm O.αY.コ O.αX刀 O.αX1J O.αX氾
N~1TPRo NPKPR:J NZGNPJ NZBFPS USMPR 
UACS OjANMLS IQ E I 
O.αエ刃 O.∞羽 O.α:00 O.α:0コ O.αX氾
O.α:0 O.α工YJ O.α泊。 O.αxxコ O.αX氾
O.αχゎ O.αココ O.αX泊 O.αXXJ O.α:0 
PROD O.α:O:J 0.0:)羽 O.Q.:).X) O.αx:o O.α:0 
RPRC O.αxゎ O.CXXYJ O.αヱわ O.αx'o O.αX均
AS:-iBC O.αx:o O.α工刀 O.α)')Q O.αxx) O.α:0コ
AEXOTS O.α::00 O.αT1J O.αX氾 O.αxx) O.αX幻
JUぷP SC E0X 7Q 4Q SλI 
O.αX1J O.αX刀 。+αX刀 O.αX幻 0.0280 
O.αX1J O.α工幻 O.αm O.α:00 O.α丈幻
1. 2719 -0.1183 1. 264岳 O.αX泊 O.αX氾
XZBQ F BhI O.α:0コ O.∞刀 O.αm O.αX幻 O.αX1J 
NBFPRつ O.αヌヨD O.O:X刀 O.αヌヨコ O. 7国3 0.0289 
I¥Z:-IBC O.αX幻 O.αXXl O.αX幻 4.7981 O.はxx)
I¥EXOTS O.αXXl 0.00:0 O.αX幻 O.αxx) O.αX1J 
JPMPR FRTOl BFMOIS MINPRP ASNTCl 
AcUo 5S1AN5LS1IQ hQ I
O.αXJ.コ O.CIJY.J O.αXJJ O.αxゎ O.αX1J 
O.αX1J O.α工ロ O.αX氾 O.αm O.α)')Q 
O.α))J O.αX氾 O.αXJ，コ O.αX泊 O.αXJ.コ
PROD O.αX幻 O.αX氾 O.α:O:J O.αX1J O.αX泊
RPRC O.α)')Q O.αXXl O.αxゎ O.α)')Q O.αX幻
AS~BC O.αXJ.コ O.αm O.αXJ.コ O.αX氾 1. 3289 
AEXOTS O.α:0 0.0ま刀 O.α工氾 O.αX氾 O.α)')Q 
UJNPSCEOXNQ  S51 
O.αx:o O.αxゎ O.αヌ刃 O.α)')Q O.αロコ
-0.α泊2 O.αX刀 O.αX氾 O.αX氾 O.α)')Q 
O.αXXl O.α)')Q O.α)')Q O.αm O.αX1J 
NZBQF BhI O.αxx) O.α)')Q O.α:0コ 1. 26日 O.αX氾
NBFPRa O.α)12 O.αヱヨD O.αxx) O.α:0コ O.αX幻
NZ~BC O. (口均一1601.27∞ -3.9320 O.αX刃 O.αX1J 





( 2 )減産的周期変動成分 y (t}は、次式で示される(ラジアン単位)。
y(t)= {O.31385:t0.090162・i} t 
= {O. 32654宇(cosO.27914+ i . sin(). 27974)} t 








USAMQ AS])'fQ CONSM PROD RPRC ASNBC ' AEXOTS 
ACUSOSAJNMJKS1Q M Q 
O.124!1 O.αxx) O.αxx) O.αXXl a αX氾 O.αx:l O.αxx) 
O.αx:l O.αxx) O.αXXJ O.α:m O.α:xコ O.αXXl O.α丈ロ
O.α:xコ O.αxx) O.αX氾 O.α:xコ -!l39.9424 O.αx:l O.α:0 
PROD ーし 2~3 ーし4452 O.αxx) 0.6217 京刃.9535 0.0270 O.αxx) 
RPRC O.CXX泊 O.αxx) O.αX氾 O.αxゎ 0.65町 O.αXXJ O.αxx) 
ASNBC 9.8472 O.αxx) O.αxx) -3.9522 O.はX氾 O.αX氾
O.αxx) 
AEXOTS -1. 389B ーし4452 O.αX氾 0.6217 749.89日 0.0270 O.α:ro 
UJNPSCEOXNQ  SM 
O.αX刃 O.αxx) O.α:O:J O.αXD a αX氾 O.αXD O.αxx) 
O.αX氾 。亭αxx) O.α:0 O.αxx) O.αX刃 O.αXXl O.αxl:) 
O.αX氾 O.αxx) O.αXXJ O.αXXl O.αXD O.αXXl O.α:O:J 
O.α主氾 O.αxx) O.αxx) O.α:O:J O.αX刃 O.αX1J O.αxx) 
NBFPRO O.αxx) O.αxx) O.αx:o O.αXD O.αXXl O.αX1J O.α:O:J 
NZ~BC O.α:xコ O.αxx) O.αxx) o α:xコ O.αX氾 O.αxx) O.αxx) 
NEXOTS O.αXD O.αxx) O.α:O:J O.αXXl O.α))) O.αxゎ O.αxx) 
USEXQ ]PEXQ NCONS九f NZQBM i'-1BFPRO NZNBC NEXOTS 
IACJSOSJAXEJS』ItQ5Q 1 
O.αxx) O.α:00 O.α::OJ O.αX氾 O.αXXl O.α:xo O.αX幻
O.αxx) O.αX氾 O.α::OJ O.αX氾 O.α:xo O.α:xo O.α:xコ
O.αxxコ O.α:O:J O.αxx) O.αXXl O.αxx) O.α:m O.αX氾
PROD a αx:o O.α工わ O.αX氾 O.α:xo O.αX刃 O.α:xo O.α:m 
RPRC O.αx:o O.α:m O.α:xo O.α:xo O.αxx) O.α:xo O.α:xコ
ASNBC a氏以〉 O.α:00 O.α:x:o O.αX幻 O.α:xo O.α:0 O.αX1J 
AEXOTS O.αx:o O.α:xo O.α:00 O.α:00 O.αxx) O.α:00 O.αX氾
1J74JPSCEOXNQ  SM 
。‘はxx) O.αXXJ O.αX氾 O.αX氾 O.αxx) O.αxx) O.αX泊
O.αxx) O.α:x:o O.αX幻 O.α:x:o 0.0;エロ O.α:xo O.αX1J 
o αxx) O.α:00 O.α:00 O.αX氾 -0.4BI3 a α:XXJ O.αX1J 
メZBQFBM -0.0232 -0.0232 O.αX氾 0.3595 O.αxx) 0.0719 
O.αX1J 
NBFPRo 。司はxx) o.α丈む O.αxx) O.α:00 0.569~ O.αxx) . O.αm 
NZNBC -0.1933 O.α:xo O.α:0 o.αX泊 O.αxx) 0.91∞ O.α:XXJ 
NEXOTS -0.0232 -0.0232 a.α:00 0.3!195 0.4813 0.0719 O.α:0 
表 1-5 I秀導形:外生uの係主主行'j'lJ(:r，=A-'の
定数項 MTRTP '.RGDP ASPRUS ASJMPO BARLPR USGNPO 
UACSOAJNMLSfQ M Q 
-87.4316 O.α:XXJ O.αxx) 0.336守 O.αxx) O.αX1J 25.1伺 l
ーし2135 O.αX氾 O.α立泊 O.α:xコ -10. i948 O.αχ泊 O.αX1J 
123!1.9408 1.5539 1.5177 -0.3979 -540.7545 O.αm O.αX1J 
PROD 13.1434 O.αnコ O.αXXl O. 18田 -421. 8685 a αm 36.3737 
RPRC -0.2B86 O.αxx) O.αXXl O.αXl5 0.6599 O.αXD O.αX1J 
ASNBC -~75.1即2 O.αxゎ O.αX氾 O.αX1J O.αX氾 -53.9568 O.αxo 
AEXOTS ー1134.1522 -1.5539 -1. 5177 0.2489 129.6田7 O.αX泊 11. 2056 
UJNPSCEOXNQ  SM 
-25.0臼2 O.α:XXJ o.cx::c氾 O.αX1J O.α:xo O.αXXl 11. 94伺一3.国田 O.α:XXJ O.αXXl 0.αX氾 O.αX氾 O.αxx) O.oo::xJ 
9.3470 O.αX泊 O.αxx) O.αX氾 O.αX氾 O.α:00 O.αX幻
NNZBS QBM -278.5468 O.αX幻 O.α:XXJ O.αX氾 O.αX1J O.α:xo 0.2777 
PRO 37.2703 O.αxぉ a α工氾 O.αxゎ O.αXD O.α:xコ O.α:xo 
NZNBC 541.7243 O.αX幻 O.αX氾 O.αX1J O.∞ O.αXD 2.3C刃0
NEXOTS -259.8016 O.αX氾 a αxx) O.αxゎ O.αXXJ O.αxx) -11.6683 
.]GNEo ]TBIMQ TIME NZBFPS N1iTPRO NPKPRO 'NZGNPJ 
USAMQ O.αX氾 O.αxx) 圃 O.α)00 O.αxx) O.α::OJ O.αXlO O.αXlO 
ACSOJNMSQ M 
O. 1428 0.7840 -3.2344 O.αX泊 O.αxx) O.αm O.αX氾
O.α:co O.αX氾 O.α:co O.αm O.αXXl O.αX氾 O.αxゎ
PROD 0.2064 1.13担 -4.6744 O.α以3 O.αxx) O.αX幻 O.αX1J 
RPRC O.αX氾 O.αX1J O.αxx) O.αXlO O.α:xo O.αX刃 O.αxx) 
ASNBC O.αxx) O.αX氾 O.αXQ O.α:x:o O.αm O.α:x:o O.αロコ
AEXOTS 0.063晶 0.3491 '-1.44αコ O.αXlO O.αX泊 O.αX氾 O.αXlO 
USEXQ O.αxx) O.αXlO <'0.αxx) 、O.α:x:o O.αxx) O.α:x:o O.αXlO 
JNPCEOXNQ SM 
0.29自守 O.αXlO -:-0.9718 '0.αXlO O.αxx) O.αXね O.αX幻O.αxx) O.α:xコ 1.4326 '1.2719 -0.1188 1. 2646 -0.6427 
NZBQF B M -0.αlo9 O.αX氾 -7.2305 a α以コ O.αX氾 O.α:0 O.α:xコ
NBFPRO O.αxx) O.αXlO -1. 69'18 a α:xコ O.αxx) a αXlO 0.7却3
NZNBC O.αXlO O.α:xコ O.αxx) a αXlQ O.αxx) O.αXlO 4.7ヲ81
NEXOTS -0.羽58 O.α立泊 -7.6913 -1. 2719 0.1188 ー1.2646 . 0.6427 
]PMPQ FRτ・01 BFMOIS MINPRP ASNTCI US:-'lPR 
UACSOAJNMbSfQ M Q 
O.α:XXJ O.α:x:o O.α:XXJ O.α:x:o O.αXlQ 0.D:XXl 
O.αxx) O.αXlO a αX泊 O.αX'Q O.αxx) a αX幻
O.α:XXJ O.αX泊 a αX氾 O.αXlO O.αXlQ O.αX泊
PROD O.αJCX) O.α:xo O.α:x:o a α:x:o O.α::00 aαXXl 
RPRC O.α:xo O.α:XXJ a α:XXJ O.αX泊 O.αX泊 O.αX幻
ASNBC O.α:xコ O.αxx) a α:xo O.αm 1.3289 . O.α:xo 
AEXOTS O.αxx) O.α:xo O.αxx) O.αXXl O.αX氾 司O.αXXl
UJNPSCEOXNQ  SM 
O.α:xo O.αXXl a αX泊 0.00:0 O.α:xo ， '0.白田
-0.α刃2 O.αxx) O.αX1J O.αX1J O.αX氾 O.αXlO 
-0.∞10 O.αxx) O.α:XXJ O.αXXI O.αxx) 【な0244 
NZQBM O.α:ro O.αX氾 O.αX1J 1. 26田 O.αX幻 .~.αXJ7 
NBFPRO O.∞12 O.αxx) O.α:m O.α:x:o O.αX幻 . 0.028ヲ
NZNBC O.α:m -1601.27∞ -3.悶20 O.αm O.αX1J O.出品
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O. 1384X 10-131 O.1517X 10-1: 0.4274 X 10-1~ O. 1707X 10-11 O.5878x 10-"1 O. 31-12X ¥0-11 O. ! 161 X ¥O-Il 




















O.白京刃 0.01748 0.03-179 0.02646 0.02812 
USEXQ -l-JPEXQ--I NCONS1¥l 
.: ...ージーヲ γ ド・+プモデル



























0.9648 0.9994 0.9451 0.9936 0.96 
0.1527Xl0-110.9817X10-U 0.0131 
1.0 1.0 1.0 しO 0.9869 
O. 1998X ¥0-51ー O.4144X 10-11 O. lQ5.4X 10-'1-0. 321X ¥0-4 1-0. 3633X 10-' 

























O. 1456X 10ー口IO. 1373X 10-121 O.4042x 10-日10.1055X10-111 0.9719X10-ul 0.3415X10ーロ1O. 1532X 10-1 
16.56 1. 1J8 
0.9524 
16.57 
11. 74 13.10 
1.0 1.0 0.9344 
0.07638 0.1お l 0.05453 
O. 5B38X 10-'1 O. 1063 0.01512 
0.9416 0.8937 0.9849 
O. 9659X 10曲 "1O. 2655x 10-131 0.0165 








O. 7839X ¥0-口1O. 3733x ¥0-"1 O. 1849X 10-141 O. 2782X 10-1 
-37-
しo





の実質 GNPの成長率をは、(i i )日本の実質 GNEの成長率をは、(i i i )他の全ての外生
変数を 1980年のレベルに画定した場合の条件付き予測を試みた(表ト8)。
( 1 ) 以上の想定の下で、モデルの構造が予測期間(1980......1990年)中に変
化しなかった場合、オーストラリアの肉牛飼養頭数は比較的ゆるやかな
伸びを示し、 19 9 0年には 2348万5千頭へと 5， 9 3 ~の増加が見込まれる。ニ
ュージーランドでも、同樟に 19 9 0年には 94 2万 E千頭に遣し、 0，99nの増
加が予想される。
( 2 ) また牛肉生産量については、オーストラリアでは 16 5万 8千トンへと
0，302%増加することが見込まれるが、ニュージーランドではむしろ減少
傾向が予想される。








傾向が予想されるが、ニュージーランドでは、 1 S 83年まで下落した後、


































USAMQ ASJMQ CONSM PROD RPRC 
1980 398. 150 ヲ1.6772 650.145 1653.58 1.38878 
1981 413.261 98.8691 535.314 1531.06 1. 52692 
1982 429.217 l∞.282 459.646 1485.81 1:62127 
1983 445.842 101.928 409.184 14伺 .71 1. 68212 
1984 463. 135 103.817 376.928 1517.68 1.12222 
1985 481. 121 105.963 355.277 1548.26 1. 74864 
1986 499.826 I団 .378 341. 011 1576. 15 1. 16回5
1987 519.279 11. 075 331. 610 16CO.32 1.77753 
1988 539.511 114.069 325.415 1621. 45 1. 78田守
1969 5国.551 117.374 321.333 1640.51 1.79CIJ7 
19伺 582. 434 121.∞6 318.643 1658.33 1.19335 
ASNBC AEXOTS USEXQ JPEXO NCONSM 
1980 22170.8 日7.E:m 177.37ヲ 6.00639 181.339 
1981 21834.8 <48守.611 182.伺 3 6.63786 171. 653 
1982 22444. 1 <496.663 188.647 7.34948 167.570 
1983 22803.8 ~33. 217 194.622 8. 14527 166.678 
1984 22947.8 573.釦4 200.835 9.02945 167.回2
1985 23011.8 日5.895 目7.296 10.0064 169.561 
1986 2出品目.I 626.933 214.017 11. 0田8 172.109 
1987 23142.0 638.354 221.αJ6 12.2575 174.992 
1988 23236.0 642. 454 228.274 13.5417 178.067 
1989 23353.8 制し252 235.833 14.9386 181.2日
19句 23485.6 日6.249 243.695 16.4540 184.495 
NZQBM NBFPRO NZNBC NEXOTS 
19田 561.ぽ刃 269.838 9336.40 197.075 
1961 562. 971 281. 297 9349.87 却し 777
1982 557. 114 286.126 9362. 18 lヲ3.547
1983 54目.647 287. 183 9373.42 179.却3
1984 539. 166 2!!6.0拘 9383.69 161. 7α} 
1965 529.251 283.772 9393.09 142.387 
1986 519.118 2却.757 9401. 70 121.911 
1987 日8.849 277. 346 9409.58 l∞.593 
1988 498.479 273. 7明 9416.81 78.5966 
1989 488.027 269.943 9423.44 56.∞51 























賓 1-9 IJ民向ヲ全押カ位行列 (dynnmic10101 e/osticity motrix) (ラグ=0)
表 1-10 動学的全弾力性〈ラグ=1) 
定数項 MTRTP RGDP ASRRUS ASJMPO 
定~数0.3項726 
MTRTP RGDP ASPRVS ASD1Po 
AUCSOAjNhMSIQ M Q 
-0.4169 O.αxx) O.α:0 0.2196 O.αXJJ 
ACUSOSJANMhSfQ J kf
a αx:o a αx:o 0. 1953 O.αxx) -0.田23 O.αx:o 。守αx:o O.αXXl -0. 25自5
-0.0323 O.αxx) O.αx:o O.αX刀 -0.2585 2.1628 0.2062 0.5526 -0.1395 一l.2525 
1.9却7 0.2062 0.5526 -0.明41 -0 .15日 PROD -0.血80 0.0:x.x:l O.αXXl -0.∞20 -0.3814 
PROD 0. 0105 a α:x:o O.αxx) 0.0ぉ4 -0.3022 RPRC -0.4646 O.α:xo O.αXXl 0.1064 0.9547 
RPRC -0.2801 a α:00 o.α:0 o.白川 0.5755 ASNBC -0.2859 O.αxx) a αX氾 0.0148 0.0631 
ASNBC -0.2475 O.αχ旧 o.α:00 o.αぉコ o.Cα刃 AEXOTS -4.品80 -0.3918 - J. 05∞ O. lO56 0.9959 
AEXOTS -3.3492 -0. 3918 -1.0氏氾 0.1α刃 0.3441 USEXQ -0.2437 o.αXXl O.αX泊 O.αXXl O は:co
NUJPSCEOX  NQ SM 
-0.2137 a α:00 a α:00 O.αxx) o.αXXl 
JNPCEOXNQ SM -0.6291 
O.αx:o O.αm O.αxx) O.αXXl 
-0.自291 O.αX泊 G αX氾 O.αぬ3 O.αXXl -0.0問。 O.αXXl O.αXXl O.αXXl O.αXYJ 
0.(刷l o.αxx> O.αx.o O.αm o.α:xo NNZBO F BM -0.8694 O.αx:o O.αXXl O.αXXl O.αxx) -0.7141 G αx.o O.αx:o a α;00 O.CO:O PRO 0.2440 o.αxx) o.α:0 a αro a αxx) 
PRO O. 1555 O.αXXl O.αXXl o.αX氾 a αX泊 NZNBC 0.1279 q α:aコ o.αm O.αXXl O.αxx) 
NZNBC O.白67 o.αXXl o.α文。 o.α))J o.αXXl NEXOTS → 2咽2342 a αX白 O.αXXl O.αXJJ a αx:o 
NEXOTS ーし引95 a αx:o O.αX沿 。‘αX心 o.αXJJ 
DARLPR USGN向 ]GNEO JTBIMQ TIME 
BARLPR USGNPo JGNEo JTDIMQ TJ~fE 
1AC1SOJANMSQ M Q 
O.αX泊 1.1925 o.αX氾 O.αXXl O.α工幻
1AC1SOJANBESfQ E I 
a αxx) 1.0回S a αXXl O.αx.o O. co:o O.αm O.α:0 l‘4358 0.9758 -1.1206 
O.α:x.x:l a αX氾 1. 4358 0.97~ -1.12国 O.α文xl O.αm O.α主刃 O.α:0 O.αXJJ 
O.α:00 O.αXYJ a αX氾 O.α:x:o O.CO:O PROD -0.06C0 O. 2157 0.03叩 0.0265 -0.0304 
PROD O.αX泊 0.2866 0.0621 0.0422 -0.0484 RPRC O.αXJJ O.αXXl O.α工泊 O.αXlO 。+αXXl
RPRC a αXlO O.α:0 O.αX泊 O.α丈。 O.αxo ASNBC 一0.1175 0.0433 -0.0130 -0.α388 0.0101 
ASNBC -0.1175 o αX沿 O.αXlO a αxη O.αxx) AEXOTS -0.2223 -0目0275 -0.0148 -0.01∞ 0.0115 
AEXOTS O.αxx) 0.3272 0.07伺 0.0461 -0.C553 
J NIJPSCE OX NQ  Shf 
O.αXXl 1. 1469 a αX泊 a αχ幻 O.αχXJ 
UJNP SCEOX NQ  SM 
O.α:0 1.1469 O.αxx) a α工0 a α:00 。+αXXl 0.0工的 30.7726 O.αX刀 -3.4476 
O.αXXl O.αXXl 回'.7726 O.αX>J -3.40176 O.αXJJ a α:0 O.αX泊 O.αI刃 0.1972 
O.αXXl a αx:o a α以3 a αm 0.1257 NZBQF B M O.αXXl 0.0067 -0.0159 O.αxo -0.3269 
NNZ B QFB M O.αxo O.α)70 -0.α)67 a α:0コ -0. :<:410 NsFPRO O.α:0 O.αm O.αXXl O.α:0 -0.1443 
PRO O.αx:o a αx:o a αx:o O.α:0コ -0. C919 NZ:"l'BC O.αXJ) O.∞26 O.αXXl O.αXぬ O.αx:o 
帰』 NZNBC a αx:o a ∞2日 ααX氾 a αX氾 O.α:x:o NEXOTS a αXYJ -0.8533 -0.6786 O.αX幻 -1. 0646 陸、s
' NEXOTS O.αX泊 -0.8525 -0.8::'24 ααDコ ーO亭7387 NMTPRO NPKPRO NZGNPO NZDFPS USMPR 
NMTPRo NPKPRO NZGN町 NZsFPS US~IPR USA~IQ O.αJOO 0.00CXl O.αX泊 O.αX幻 O.α:x.o 
AtCJSOjANMSQ M Q 
O.αXXl O.α:00 O.αXXl a α工ゆ O. o.:x羽 ACSOINLSIQ M O.αχ沿 a αx:o O.αX泊 0・αXXl
O.αXXl 
O.αx:o a αx氾 a αX氾 O.αχc O.αxo a αXlO O.α文xl O.αX幻 O.αXfJ O.α:0コ
O.α:xo O.αX幻 a αx:o O.α(xj O.CO::O PROD O.はXXl a αXXl O.αx:o O.αxx) O.α以3
PROD O.OOC氾 a αXXl a αXXl O.αm O.伐矧3 RPRC O.αXXl O.αXXl O.αX均 O.α主J) O.αX氾
RPRC O.αX泊 a αXXl O.αx:o a αxロ O.αXXl ASNBC O.αX沿 。α文。 O.αXXl O.αXXl O.αXXl 
ASNBC O.αXXl O.αXXl O.αx:o O.αxロ O.CO:O AEXOTS O.αX氾 O.αXXl O.αX氾 O.α丈悶 O.αχ泊
AEXOTS a αXlO a αXXl O.αXXl O.αXD a α文沿 USEXQ O.αXXl O.αXXl O.αX泊 O.αXIJ 0.2558 
JNUPS C EOXNQ  SM 
O.αχ氾 a αXIJ aα:00 a αX幻 a. :<558 
J NPCEOXNQ SM 
o.αX氾 O.α:00 O.α:00 O.αX幻 o.αX氾
O.α:xo O.αXXl a αXXl O.αXD o.αJOO 1.3424 -0.2凹7 0.9586 -0.5444 -0.2430 
1. 3424 -0.訴刃7 0.9586 -0. 346~ -0.1548 NZBQ F BM O.αXXJ O.αXIJ O.αm 
0.07田 o.∞1:' 
NZBQ F BM o.α:m O.以:x:o O.αX幻 O.αX白 0.(016 NBFPRo O.α'XfJ o.α丈沿 o.αm 0.3983 0.1778 
NBFPRo O.αX氾 a αXXl a αm O. 2528 0.1133 NZNsC O.α'XfJ O.αm O.α工泊 0.0902 O.α刃6
NZNBC O.伎は3 O.α:00 o.αm 0.0472 O.αX地 NEXOTS -1. 46明 O. 2296 -1. 0496 0.8α:0 0.0761 
NEXOTS -1.4699 0.2296 -).白96 0.3798 -o.C泊3
jPMPR FRTOI BFMOIS MINPRP ASNTCI 
jPMPR FRTOI sFMOJS MINPRP ASNTCI 
1AC1SOJANMSQ M Q 
a αX均 O.αXXJ O.αm a αx:o O.α'XfJ 
AUCSOSJANMSQ M Q 
a αXlO O.α以3 a α:00 a αX幻 O.αx:o O.αXXl O.αXXl O.α:00 O.αxf) ααx:o 
a αXXl O.α))J O.α:XlO O.αm a α:co O.α;00 O.αxo O.αX幻 O.氏m O.αXJ.コ
a αXlO a αχXJ a α:XlO O.αx:o 0. ccoo PROD O.αx:o O.α;00 a αx:o O.α:m 0.6651 
PROD a α))J a α:a a α:XlO O.αm O.α工。 RPRC O.αx:o O.αxx) O.α:00 O.αX氾 O.αXぬ
RPRC a α:00 O.α:XlO O.α:00 a αx:o O.αX沿 ASNBC O.αXXI O.αXXl O.α工幻 O.αXJJ 1.加24
ASNBC O.αX氾 O.αXXJ O.αXXJ O.αXXl 1.3024 AEXOTS O.αXXJ O.αx:o a αx幻 O.αXXl 2.4636 
AEXOTS O.αXXJ O.α文悶 O.αχ幻 O.α:xo O.αxo 
UJNPSCEOXNQ  SM 
O.αχm O.αXlO O.α:00 a α:00 O.αχXJ 
JUNPS CEOXNQ  SM 
a αnコ O.αχm a αXXJ O.αX幻 a αx氾 -0.0462 O.αXlO O.αχx) O.αXXJ O.αXJ) 
-0.0482 O.αxo a αXXJ O.α:00 O.αX泊 -0.01明 O.α:00 。司αX泊 O.αXXl O.αX泊
一O.α)69 a α:00 O.αχゎ O.α:xo a α:co NZBQF BM O.α:co -0司1473 -0.田∞ 0.1731 a αX沿
。目α:0 O.αXfJ n αX氾 O. 1274 O.CCOO NBFPRO O.α)79 a α:OJ O.αXXl O.αXXl O.C以泊
NBFPRO a αぁo a αX氾 a αXXl O.αxゎ O.αX刃 NZNBC O.αX氾 -0.1679 -0.0255 O.α:XlO O.αXXJ 
NZNBC O.αXXl -0.凹84 -0.0134 O.αm O.αXXl NEXOTS 0.0132 -0.4246 -0.0576 0.4989 O.αx.o 
NEXOTS O.α)39 O.αXfJ O.αX氾 0.3670 O.αX氾
表 1-11 動明均金~，cカ性行列〈ラグ= 2) 
表 1-12. 動学的金弾力性行列くラグ=3)
定-0.数.項4254 
MTRTP RGDP ASPRUS ASJMPO 
定-0.欺4項2H MTRTP RGDP ASPRUS ASJ:¥(Po UACSOjANh五SIfQM Q 
o..α:00 O.α:co 0.2230. o..α)x) 
ACEIOSJANMbSfQ ιQ f 
o..αxx> o..αX氾 0..2226 O.X<<l -0.田23 O.α:00 O.αxo O.αxx) -0.25む
-0..田23 O.αxx) O.αxx> a α丈氾 -0..2585 2. 4275 0..2062 0..5526 -0..2∞l ーし抑制
2.3224 0..2曲2 0..5526 -0..1761 ~ I.!ま沼 PROD -0..2277 o..α:xo o..αx:o oー..∞24 -0..2520. 
PROD -0.. 1578 O.αXXl o..αxx) -0..∞70. -0.2336 RPRC ー0.666~ o..α:xo o..αX泊 0..1525 1.3692 
RPRC -0..5862 o..αxx) O.αXXl 0. 1342 1.2J45 ASNBC -0..2559 o..αxx) o..αxx) 0.0.231 o.cめ96
ASNBC -0.2740. O.αX)J O.αXXl 0.0218 0.0796 AEXOTS -5.1578 -0..3918 -1. 0.5∞ 0..2168 2.5S69 
AEXOTS -4.69守7 -0.3918 -1.0.5∞ o. 1544 1.7961 USEXQ -0..2437 o..αまわ o..αXXJ O.α:00 O.CO;X) 
J UNPSCE OXNQ  S恥4
-0..2437 a αXXl a αXXl a αXXl D. co:コ JPEXQ -0..8291 o..αm O.αXXl O.α:00 o..αXXJ 
-0.8291 o..α:00 o..αxx) a αm o..COXI NCONSM -0.1661 O.α))J o..α:00 0..0弐氾 O.αXXl 
-0..1269 o..αxx) o..αxx) o..αxx) a αXXJ NZQBλI -0.7369 o..αm o..α:00 o..αXXJ o..∞Cu 
-O.833~ a α:00 a αXXJ a αXXJ o..αxx) NBFPRO 0..3232 O.α工町 o..α:xo o..αXXJ 0.0ヨ刃
NBFPRo. 0..2945 o..αXXJ o..αxo 0..0:00 O.αxo Nz:-.:nc 。司2344 o..α:00 o..αXXJ o..αxx) O.∞:0 
NZNBC 0..1837 o..αX泊 O.α:00 a αX氾 O.αxo NEXOTS -1. 7342 o..αx:o O.α文泊 o..αx:o O.∞氾
NEXOTS -2.0551 a αXXl o..αxo o..αXXl O.αxx) 
BARLPR USGNPu ]GNEo. JTBIMQ TI~!E 
B:¥RLPR USGNPo JGNEo. JTBT~(Q TI:¥fE US.~\'IQ O.αX氾 1.2110. o..α:00 o..αx:o O.α〉ユコ
UACSOJANMSQ hQ I 
O.αxx) 1.京刃O o..αX沿 a αx:o O.ヨXXl AS]λ[Q O.α:OJ o..α)')J 1.4353 0..9758 -1. 120il 
O.αx:o o..αx:o 1. 4358 0..9758 -I.l:oa CO;-":S~[ O.o::oJ 0..0立)J o..α:00 oαxx) o..αll) 
a αX幻 o..α:x:o o.αXXl o..α::OJ 0..0支均 PROD -0..1¥50. 0..1335 o..∞70. o..αJ48 -o..OJ55 
PROD -0..凹77 0.1620 0..0178 0.0.121 -0..0139 RPRC o..α羽コ o..∞3コ o..αx:o o..o.:m O.αXXl 
RPRC o..αX氾 o..α:xo o..αJOO o.αXXl O. :x:o. ASNBC -0..田71 0..083ヲ -0.∞37 -0..∞25 0..0コ29
ASNBC -0..1050 0..0710. -0..α:61 -0..α)55 o.ヨ)63 AEXOTS -0..425日 -0..3262 -0..1330 -0..白0.4 o. ¥0.38 
AEXOTS -o..36I? -0.2379 -0..凹30 -0.白32 0. 0726 USEXQ a αχゎ 1. 1489 O.αxo O.αX氾 o..αぬコ
JNUPS CE OXNQ  SM 
O.α:00 1.1489 o..α::OJ O.α:xo O.αXXl jPEXQ o.αXXl O.o.XD 30.7726 o.αx:o -3.4476 
o.α:00 o..αX幻 加.7726 O.α:00 -3. H76 i'¥CONS;'¥[ o.α)，)J o..CuXl o..o:m 。司αXXl D. 2612 
O.α:00 o..αXXl o..αxx) o.αヌヨコ 0. 2330. NZQsM 。.o:m 0.0.コ57 ー0..0203 oα)JQ -0. 36S9 
NNZBQF BM a αXXJ O.α)63 -0..0.191 O.αXXl -0..2578 NsFPRo. o..∞xl o.o::o.J O.O::OJ o..αxx) -C.19Io. 
PRo. o..αXXl O.αXXl o..α:xo a αX氾 -0..1141 NZNsC o..α)JQ o..α)21 o..αX泊 o..αxゎ C.OJCu 
• 
NZNBC o..α)JQ o..α)23 a αxx) a αDJ O.ヨ主)J NEXOTS O.αm -0..8562 -0.8916 a αX氾 一1.255ι. NEXOTS o..αxu -0..8547 -0.8882 0.民間 -t. [982 ~ 
KMTPRヨ NPKPRO NZGNPO NZBFPS US;..!PR 
mlTPRo. NPKPRO NZGNPQ NZBFPS us~rPR US:¥.¥IQ o..αXXl O.αユ)J 。咽α:OJ O.α:0コ o..α:0コ
UACSOSAJNMSQ M Q 
o..α:m O.αX沿 o..α)JQ o..α)JQ O.X>:幻 ASn1Q O.α:00 O. ()コo o.o.:X刀 o.∞3コ o.α王氾
o.Cf.)J o..αヱわ o..αXXl a α:m 0.:0コ0 CO :-.l S~1 。+即):J 0.0:)コつ 。咽αXD o.αXJ.コ 0.0)，)) 
O.αXXJ O.αXXJ o..αxx) O.αχ氾 a α工氾 PROD O.αヨコ 0.0)刀 O.αm O.OY.YJ 0..0叩3
PROD O.αXXJ o..OXXJ o..α::OJ a αxo O.')D) RPRじ o..α刃コ 。‘0)刀 O.∞∞ o..α)JQ o..OJ:)) 
RPRC o..αx刀 o..αxx) o..αXXl a αxゎ 0.:'つ:0 ASi'¥sC O.αη3 o.α〉コo O.αm o.αX1J o.∞羽
ASNBC O.αロコ o..αxx) o..α:00 O.民間 O. :0:刃 AEXOTS 0..0立xl o.αχ刀 O.αXXJ o..α:xo o.α:OJ 
AEXOTS a∞'xl o..αXXJ O.α:00 a αX氾 O.~ USEXQ o..αDJ 0..0珂3 O.α)').J O.α刀コ 0..2553 
JUNPSCE OXNQ  Shf 
O.αX沿 o..α:00 O.α)JQ a α)JQ O.~5日 JPEXQ o..αXXl O.∞刃 O.αXXJ 。‘α)JQ O.∞こ泊
a αXXl o..α文氾 O.αXXl o..αxx) O. ry;丈沿 NCO:-':S:¥l 1.3424 -0.2(J")7 α9536 -0..7210. -0..3218 
1. 3~2.1 一o..2明7 0.9586 -0. 6569 -0.. ~32 NZQB~( O.α刀コ O.∞ぬ O.αIコ 0..2515 0.0コ13
NZBQF BM a αI氾 O.α)JQ O.αxx) 0.1606 o.('fコ14 NsFPRO 0..0弐)'J O.JXlJ O.αχ。 。‘5274 0.2354 
NBFPRo. a αX氾 o..αX)J O.αX刀 0..48つ6 o..:! 45 NZ;-;BC o..αX1J O.ro刀 O.α)J'J 0.1649 O.∞)5 
NZNBC o..αX氾 O.α:x:o a α:ro o. 1293 0..:0コ5 NEXOTS -1. 4699 0..2296 しー0496 1.5141 0..1617 
NEXOTS -1. 4699 0..2296 -1.0496 1. 1621 O. I~コ7
JPMPR FRT01 BF?¥!OIS MINPRP ASNTCI 
jP:¥1PR FRTOI BFMOIS MINPRP AS~TC1 
IACJSOAJNMESIQ h I 
o..α:00 O.αX泊 。+αXD o..αx1.コ o..∞:0 
ACUOSJANMbSfQ hQ f 
O.αX氾 o..α:ro O.αxx) O.α:ro a αx:o a αxx) a αxx) O.α丈幻 o.αX刀 o..α:00 
o..αJOO O.αXXl O.α:w o..α立氾 a α:ro o..α)00 o..α)'xl o.αχ。 O.αXXl o..α:ro 
o..α:0 o..αDJ o..αX氾 a α)JQ o..αZ刃 PROD o..αχゎ o..αχ。 O.α:0 o.α)JQ 1.273ヨ
PROD o..α)JQ o..α))コ o..α;00 O.氏丈日 1.阻2品 RPRC o..α)00 O.αx:o o.αX氾 o.α:0コ O.αJOO 
RPRC o.はXXJ 。目αX)J o.αJOO O.αX泊 a α:m ASNBC o..α'1y.) o..αx;o 。目αxu o.αnコ 1.0763 
ASNBC O.αI泊 o..αX氾 O.αxx) a αxx) 1.1635 AEXOTS o..αJOO o..αx:o a αxx) O.α::OJ 4.7181 
AEXOTS o..αXXl O.α丈ロ o.αX氾 o..αxx) 4.0101 USEXQ o..α文句 o..αJOO o.α:OJ O.α)JQ O.α:00 
JUNPS CEOXNQ  SM 
O.αXXl O.α文)J a αX氾 a αx;o O.αx:o JPEXQ -(¥.0482 O.α)JQ o.αX泊 O.αXXl O.α:OJ 
なー04日2 O.α::OJ o..α:xo o..α)JQ O.αX)J NCONSM 一0..0143 O.αx:o O.α:00 o..oxo 。‘αX刀
-0..0.13。 O.α)x) o..α:m o..α:m o..α:m NZQB~1 O.αχゎ -0.5236 -0.0.711 0..1955 O.α:OJ 
ZNNB QF BM a α:m -0.3344 0ー..0454 0..1896 a αlXl NBFPRo. 0.0.10.5 O.αx;o o..α:xo O.α)JQ O. αX刃
PRO a α刃5 o..αxo O.αm a αJOO O.αXlO NZNBC o..α:00 -0..3435 -0..0466 O.α:m o..α:nコ
NZNBC a αX幻 マ -0.2693 -0.悶66 O.α)JQ |o，α))J NEXOTS 0.0.170 -1.5四つ -0.2049 0..5634 O.α).xl 
NEXOTS 0.0157 -0.9636 • -0..1308 0.5464 o..αJOO 
表ト13長ma期tr動lX学〕的(ラ全グ弾=力∞性〕行列 (thelong run dyn皿 ictot且1e1且sticity
定数項 MTRTP RGDP ASPRT.:S ASJ11PO 
AUCSOSJANMbSfQ 恥f 
-0. 4255 G αX氾 a α:00 0.2231 O. α:00 
-0.0323 O.α))コ O.α立xl O.αX幻 -0.2585 
2. 6307 aお62 0.5526 -0.24“ -2.2138 
PROD ーな3686 o.αX氾 o.α:XXJ 0.0232 a α:00 
RPRC -0. 8212 。+αxロ O.αxロ 0. 18eO 1. 6873 
ASNBC -0.2119 a αXXl O.α:XXJ 0.0169 O.αxo 
AEXOTS -6.0658 -0.3918 -1. 0ま刃 0.3996 4.2353 
JUNPSCEOXNQ  S恥f
ーな2437 a α))コ O.αXXl O.α主xl C.α:00 
-0. 6291 O.αヌヨコ O.α:xo O.α工。 a αxo 
-0.2180 O.αXXl 0.0:0:コ O.αヱxl O.αX幻
NNZBQ FPBRM o 0.6364 O.α:xo O.α:0コ O.α:xo O.αxo 乱3611 a α:00 O.αX氾 O.αXXl O.αxo 
NZNBC 0.7478 O.α:00 O.α)(x) O.αXXl O.α:00 
NEXOTS 2. 2803 a α:00 O.αX刃 O.αX泊 O.α:0コ
BARLPR USGNPO ]GNEO ]TBIMQ TI:ME 
UACSOJANMbSfQ J M 
O.α:xo 1.2113 o.αX氾 O.α:00 O.αx1.コ
o.αX氾 O.α:x:o 1. 4358 0. 9758 ー1.12団
O.αX氾 a αXXl o.α:00 O.α:00 O.αX幻
PROD -0. 12~3 0.1257 O.α:00 O.α:00 O.αxロ
RPRC O.α:00 a α:XXJ o.α工氾 O.αXXl o.αX泊
ASNBC -0.0914 0. 0917 O.α:xo o.αヱ氾 O.αX氾
AEXOTS -0.4643 -0.3738 -0.1591 -0.1団 l 0.1242 
UINPSCEOXNQ  SM 
O. α:xo 1.1489 O.α:xコ O.αヌ刃 0.CtXJ.コ
o.αXXl O.α:x:o 釦'.77'26 O.α:00 -3.4476 
o.α:xo O.α:00 O.α:00 O.α:00 0.2ヲ18
o.α:xo o.α:00 -0.但 10 O.α:00 -0.3751 
PRo O.α:00 o.α:XXJ o.αX泊 O.αX氾 -0.2135 
NZNBC O.αxx) O.αXXl O.αxx) O.α:xo O.α:co 
NEXOTS O.αxx) -0. B7'28 -0.8935 O.α:00 -1.却71
NMTPRo NPKPRO NZGNPO NZBFPS USMPR 
UACSOAJNMSQ M Q 
o.αXXl a α:00 O.αXXl a αXXl O.αxo 
O.αx1.コ O.αX沿 O.αX氾 O.αX刃 O.αxo 
a αX泊 O.αXXl O.αxo a αXXl O.αX泊
PROD O.α:00 O.αX泊 O.α:xo O.αxo 0.0文幻
RPRC O.αXXl a αX泊 a αXXl O.α:00 O.α:00 
ASNBC O.αXXl O.co:x:J O.α立::0 O.α:00 a αX泊
AEXOTS O.α:co a αχロ O.αxゎ O.αヌ刃 a α:xo 
JUNPSCEOX NQ  sbt 
O.α:co O.αXXl O.α:co O.α:00 0.2!l58 
O.α:xo O.α:00 O.αxiコ O.α:00 a α工。
1.3424 -0.2C刃7 0.9586 -0.8057 -0. 3596 
NZBQF BM O.αXXl O.α:00 a αXXl 1.2262 a αX氾
NBFPRO O.α:co O.αX氾 O.α:xo 0.58守4 0.2晶31
NZNBC O.αX氾 O.α:xo O.α:x:o 0.5251 O.α:x:o 
NEXOTS ーし46符 。1.2296 -1.0496 ".4214 0. 1994 
JP~R FRT01 BFMOIS MINPRP ASNTCI 
1AC1S5OAJNMSQ M Q 
a α:00 O.α:x:o O.α:00 O.α:xo O.α:00 
O.αX刃 a αxx) a αロ3 。昼αXXl O.OXO 
O.αX幻 O.αxx> O.αX幻 O.α:00 a α:co 
PROD a αxゎ O.α:x:o a αX氾 a α:m 1.祖国
RPRC O.αX幻 O.α:x:o a αXXl a αXXl O.α:x:o 
ASNBC O.αXXl O.αX氾 a αXXl O.αXXl 1.0124 
AEXOTS O.αXXl O.αX泊 O.αXXJ O.αX泊 5.1441 
UJNPSCE OXNQ  S〉f
O.αXXl O.αX氾 O.CO::O a α:x:o O.α:x:o 
-0.0482 O.αX泊 O.α:0 a αX幻 O.αxx) 
-0.0160 O.αX沿 a αXXl O.αXXJ a α:x:o 
O.α:m -2.5573 -0. 3412 0.1988 a αX氾
0.0117 O.αxx) O.αXXJ a αXXJ O.αXXJ 
NZNBC O.αX氾 -1.0935 -0. 1484 0.α:00 O.αm 
NEXOTS 0.0189 -7.36守4 ー1.0005 0.5130 O.α:x:o 
-4-
これらを次式を用いて弾力性の形で示したのが動学的弾力性行列 (thedynamic 
elaslicity matrix)である。ラグ tにおける各々の動学乗数を Mij(l)で表わすと、
その弾力性表現 ei j (t)は、
[m eij(t) = M{tl* で士=
Y ( t) 
ここで Zは、変数 Zの標本期間にわたる平均値を示している。表ト9..ト13は、
各ラグ期間における累積乗数を弾力性表現した動学的全弾力性行列 (thedynamic 
















( 2 1 アメリカにおけるオーストラリア産牛肉の圏内価格が1%上昇した場合、オ
ーストラリアからアメリカへの輸出は、その期においては 0.1953X上昇する。また
その効果は次期以降に残留し、次期(つまりタイムラグ i期)には、追加的に O.0 
24 n (果積的には 0.2196X)の上昇をもたらし、更にその次の期(タイムラグ2期)















































































剰量は追加的に 0.4202目(累積効果 0.8000%)増加することが示される。 また、次




量は更に O.I12H (累積効果 0.6569削減少する。従って同輸出余剰量は 0，3821%(
累積効果1.18211)増加することが知られる。こうした傾向は次期(タイムラグ 3
期)以降にもつづき、最終的には、牛肉生産量は1.2282%、肉牛飼養頭数は 0，52 5 
1 %増加することになる。 また牛肉価格は 0.5894目上昇し、牛肉消費需要は 0.8057目
減少することが知られる。その結果、非主要輸出市場への輸出余剰量は4.4214目増
加することになる(図 1-22)。





















































































( 3 )さらに、次の期(タイムラグ 3期)には、牛肉生産量は追加的に 0，0909
自(累積効果 0，2515%)増加し、肉牛飼養頭数も追加的に 0，0356%(累積的















( 1 ) 本稿で計測されたモデルは、一部に周期的変動成分を含みつつ、全体とし
て趨勢的な動きを示し、動学的安定性を有している。
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( 2 ) イギリスの EC加盟により伝統的市場を失って以来、両国とも輸出多角化
政葉を進めて来たが、 どちらかといえば、ニュージーランドよりもオースト
ラリアでその効果は大きく表われている。




( 4 ) また、 日本の牛肉輸出価格に関する限り、その影響は、オーストラリアへ
の方が大きく、ニュージーランドへの影響はさほど大きくはない。
( 5 ) 消費面においては、両国とも羊肉との代替関係がみられるが、その交叉効
果はニュージーランドの方が大きい、 またニュージーランドでは豚肉は牛肉
に対してむしろ(羊肉需要の動きを介して間接的に)補完財的関係にある。










ずして、 ( 1 )線形性の恒定をゆるめ、 (変数変換により容易に練形化可能な範囲内
で)一部に非線形関係を導入する。(i i )スペシフィケーシヨンの過程で、必要に
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NBFPRO O.αX沿 O.αxx) O.αX氾 1.1933 O. 04~4 NZNBC O.α:00 O.αm O.αヌxl 3.9737 _.J.αXl4 
NZ:¥BC a αDJ O.αm O.αxx) 9.1646 O.αJ49 NEXOTS O.αXIJ O.∞::0 O.α:m 。.6463 0.C079 
NEXOTS -1.2719 0.1188 -1. 2646 1.3536 0.0110 
JPMPR FRT01 BFMOIS MINPRP ASメTCl
JPMPR FRTOI BFMOIS MINPRP ASNTCl 
UACSOJANMSQ M Q 
O.αxx) O.α沿3 O.αxx) O.αXXl O.αXlO 
IACJSOJANMESIQ M Q 
O.α:m O.αXXl O.α:0 O.α:00 a αxx) O.αx:o 0.0:00 O.αDJ O.α).')J 。‘αXlO
O.αxx) O.αXlO O.αXlO 。目αDJ O.αXlO a α工。 O.αxx) O.αXlO O.α)，)j O.αX幻
O.αxo O.αXlO O.αXlO O.αxx) O.αXXl PROD O.αxx) O.αm O.αxx) O.αX沿 0.0225 
PROD O.αXXl a αx:o O.αXlO O.αx:o a明日 RPRC O.αXXl O.α)x) O.αX幻 O.αxx) O.α口3
RPRC O.αXXl O.αX沿 O.αXlO 。φαXlO O.αXlO ASNBC O.αx:o O.α:m O.αm O.αXlO -0.1417 
ASNBC O.αX幻 a αXlO O.αXlO O.α:0 1. 32日9 AEXOTS O.αxx) O.α}.')j O.αm O.αX冶 0.0225 
AEXOTS O.αxx) a αx:o O.αx:o O.α:0 O.回目
JUNPS CEOXNQ  SM 
O.αX幻 O.α:0 O.αXXl . O.α:0 O.α工口
JNUP CSEOXNQ  SM 
O.αXlO a αXlO O.αX泊 O.αXlO O.α:00 O.α:00 。‘αXlO O.αX幻 O.αXXl O.αXlO 
-0.α刃2 0.αXlO O.αx:o a αxo O.αXlO -0.αxl3 O.αXXl O.αXXl O.αXXl O.αXlO 
-0.∞16 O.αxo O.αx:o O.αX氾 O.αx:o a αx:o 1ー46.165? -0.3589 O. 1635 a αxo 
NZBQ FBhI O.αXlO -1[5.ロ∞ -0.2827 1. 7198 O.αX氾 NBFPRO a αぉ4 O.αX羽 O.αx:o O.αX氾 O.αX沿
NBFPRO O.∞19 O.α:00 O.αXlO O.αXlO O.αX泊 NZNBC a αX:O -1326. 1573 -3.2565 O.αX氾 O.α:00 
NZNBC O.α:00 -3058. 5059 一7.5103 O.α:xo O.αX氾 NEXOTS O.αX泊 1ー46.1659 -0.3589 O. 1635 O.αX幻
NEXOTS O.∞18 -115.悶∞ -0.2827 1. 7198 O.α:00 
付賓 1-5累積東京行列けグ=2) 付表 1-6 時差，展望k行列 tラグ=3)
定数項 MTRTP RGDP ASPRUS ASJMPO 定数項 MTRTP RGDP ASPRUS AS]MPO USA.¥fQ -99.6111 O.αxx) O.αχx) 0.38..0 O.広xx> USAMQ -0.1687 O.αXXl O.αxx) O.αX地 O.αxx) ASJMVEQ ヨ -1. 2135 O.αm O.αXXJ O.αXXl 1ー0.7948 ASJMQ O.αま泊 O.αXXl O.αXXl O.αXXl O.αX泊CONSM 149....4221 1.5539 1.5117 -0.8328 -1131.回96 CONSM 67.6553 O.αX氾 O.αX氾 -0.1138 -154.7246 PROD -197.9201 O.αx:o O.αX刃 -0.白 43 -465.6916 PROD 一日7.6創::0 O.αx:o O.αXXl 0.0420 113‘9130 RPRC -0.“).:10 O.αX)J O.α::0 a ∞10 1. 3814 RPRC -0.佃26 O.αX泊 O.αXXl O.α:01 O. 1868 ASNBC -6506.回79 a α:0 O.αX泊 3.8白9 2104.6423 ASNBC 431. 6484 O.α::0 a αx:o 0.2330 -264.1265 AEXOTS -1591. 4576 1ー.5539 1ー.5177 0.3844 676.9929 AEXOTS -155. 1..6 O.α文x) O.α:0 O. 1551 268.6376 US_EXQ -25.0542 O.α:0 O.αχ氾 O.αx:o O.α:m USEXQ 弘氏x:o O.α:0 O.αX氾 O.α:0 a αnコJPEXQ 
自 3.0380 O.α:0コ O.αx:o O.α:0 O.αX泊 jPEXQ O.α:0 O.α:0 O.αX泊 。‘α:x:o O.αx:o NCONSM -18.8051 O.α:0 O.α))J O.α:0 O.α:0 NCONSM -5.8161 O.α:xo O.α:0 O.αX氾 O.α工刃NZQBM -325.0596 a αm O.αXXl a α:0 O.α:0 NZQBM 37.6180 O.α:0 O.α:xo O.αX泊 O.α:0 NBF'PRO 70.5769 。‘∞JJ O.αxゎ O.αx:o O.α:0 NBFPRO 6.8810 O.αX泊 O.α:xo O.α:0 。+αX氾NZNBC 1492.6216 O.α沿3 O.α:0 a α:0 O.α:0 NZNBC 412.3057 O.αX泊 O.αx:o O.α文x) O.αX幻NEXOTS -278.1623 O.白刃 O.αχゎ O.αx:o O.α:0 NEXOTS 43.4341 O.αX氾 O.αx:o O.α:0 O.αx:o 
BARLPR USGNPJ JGNEo JTBIMQ TlME BARLPR USGNPO JGNEO JTBIMQ TIME USAMQ O.α:0 23.6914 O.α:0 O.α:0 O.αXXl USAMQ O.αχ氾 0.0486 O.αXXl O.α:0 O.αX氾ASJMQ O.α))J O. 0:00 0.1428 O. 7840 -3.2344 ASjMQ O.α))J o.α:0 O.α:x:o O.αX泊 O.αx:o CONSM. O.α:0 O.α:m O.α::0 O.αxx> o.αm CONSM O.α:0 o.αχ泊 O.α:0 o.α:0 o.α:0 PROD -2.3ι.96 20. 5462 0.0593 0.3256 一1.3434 PROD -0.4184 -2.9773 -0.0359 -0.1971 0.8130 RPRC O.α::0 0.(00) O.α::0 O.α:x:o O.αX氾 RPRC O.αX氾 O.α:0 O.α:0 O.α:0 o.αX泊ASNBC -48.2032 1;0.5551 -0.51泊 -2.81凹 11.5965 ASNBC 3.6116 初1.7719 0.2776 1.5240 -6.2872 AEXOTS -2.3696 -8.1.152 -0.0835 -0.4584 1. 8910 AEXOTS 0ー.4184 -3.0258 -0.035ヲ -0.1971 0.8130 US_EXQ O.α::0 11. 94回 O.α::0 O.α::0 O.α:x:o USEXQ o.αX氾 a α:0 O.αχゎ o.α:0 O.αm JPEXQ O.α::0 0.0:).') 0.29日q O.αX氾 -0.9718 JPEXQ a α主x) O.α:0 O.α:0 O.α:0 O.αX泊NCONS"f O.α::0 O.α:0 O.αX氾 O.α::0 2.7126 NCONSM a α:0 O.αX沿 a α::0 a α:0 O. 2645 ト;ZQBNI O.α:xo O. 2467 -0.0198 O.α::0 -10.7339 NZQBM O.αX泊 -0.020~ -0.∞12 O.α:0 -0‘3331 ' NBFPRo O.αX氾 0.0立)') O.αX氾 O.α:x:o -3.2(刃5 NBFPRO O.αX刃 O.αx:o 。‘αxxコ O.α:0 -0.3129 u1. 0> r-.:Z:-.IBC O.α:0 1.9123 。‘α文泊 O.α::0 o.αxx) NZNBC O.α:x:o -0.1720 O.α:0 O.α::0 O.αX泊' i'¥EXOTS O.α:x:o -11.6甲字3 -0.3187 O.α文旧 NEXOTS O.α:0 -0.0205 -0. ∞12 O.αX泊 -0.5976 -12.4749 
NMTPo 討中KPRQ NZGN町 NZBF'PS USMPR NMTPRo NPKPRo NZGNPO NZBFPS USMPR USA"IQ o.α::0 0.CQ:Xl o.αX泊 o.α::0 O.α))J USAMQ O.αXXl O.α:0 O.αXXl a α::0 O.αx:o 
ACOSJNMSQ h I O.α:0 0.0:1刀 O.αX氾 O.α:xo O.α:0 ASJMQ O.α::0 O. αxx) O.αX泊 O.αx:o O.α:0 O.α文。 O.α文刀 O.αX氾 O.α:x:o O.α:0 CONSM O.α::0 O.αX泊 a αX刃 O.αxxコ O.αx:o PROD O.αxぉ 0.07刀 O.αχ氾 O.α:0 O.αXXJ PROD O.α:0 O.αx:o O.αx:o O.広:00 O.αヌ刃RPRC O.α:x:o 0.0):羽 O.α:0 O.αxx) O.α))J RPRC O.α::0 O.αX刃 O.α:0 O.α:0 O.α:0 ASNsC O.α:x:o 0.1)')ヌコ O.α))J O.α:x:o O.α:x:o ASNBC O.αX氾 O.α丈氾 O.αX氾 O.αXXl O.α文氾AEXOTS O.α:0 0.0):>.1 O.αXXJ O.α:x:o O.α:0 AEXOTS a α:x:o O.αxxコ O.α:xo O.α:0 O.αX泊USEXQ O.αx泊 O.α)J:コ O.αX氾 O.αXXJ 0.0260 USEXQ O.α:0 O.αXXJ O.α:x:o a αXXJ O.αX氾JPEXQ O.α:x:o 0.0:00 O.α:xo O.α:xo O.αXXJ JPEXQ a α:x:o ααX幻 q α:x:o a α:0 O.αX幻NCO:--:S"I 1. 2719 -0.1188 1.2646 -1. 2110 -0.0~63 NCONSM 。+αX氾 O.α:x:o a α:0 -0.1167 -0.∞45 r.:ZQB"l O.α:xo 0.0):刀 O.αXXJ O. 7630 O.α:06 NZQsM O.αXXl O.α:00 O.α:0 0.4432 o.αX氾NsFPRO O.α:x:o O.αm O.αX氾 1. 439自 0.0547 NsFPRO O.αX氾 O.αxx) a αXXl 0.1404 O.∞53 NZ:--'BC O.α:x:o O. CisJ O.α:00 13. 1383 O.∞45 NZNBC O.αX氾 O.αXXl O.αXXl 3.6163 -0.α氾4~EXOTS 1ー.2719 0.1198 1ー.2646 1. 9999 0.0168 NEXOTS O.αm O.αX泊 O.α:0 0.5616 O.∞45 
JPMPR FRTul BFMOIS MINPRP ASNTCI JPMPR FRTOI Bf:¥IOIS MINPRP ASNTCI USA~1Q O.α:x:o O.αχ沿 O.αXXl O.αXXJ O.αX氾 USAMQ O.αx:o O.α工氾 O.α:x:o a α:0 O.αX泊ASJ~1Q O.α))) O.o:m O.α:0 O.α:0 O.α:0 ASJMQ O.α:0 O.α:x:o a α:x:o O.αX幻 O.αXJJ COXS~[ O.α:m O.α丈ゆ O.α:x:o O.α:0 ααX氾 CONS恥I a αxo aα:x:o O.α::0 ααXJJ a αXねPROD O.α:m 0.0ヌ::0 O.α:x:o O.α:x:o 0.0584 PROD O.α:xo O.α:0 O.αX泊 a α:x:o 0. 01白RPRC O.α::0 O.rt:flコ O.αx:o O.αXXl O.α:x:o RPRC O.αXJJ O.αxゎ O.α:0 a α:x:o O.α:0 ASNBC O.α:m a αX氾 O.α:x:o O.α:0 1. 1872 ASNBC O.αx:o O.α:xo O.α:m O.α:x:o -0.佃町AEXOTS O.α))J O.αx)o O.α:x:o O.αQ) 0.0580¥ AEXOTS O.αXJJ O.αX氾 O.α:0 O.αX泊 0.0103 USEXQ O.αヌ::0 O.αχロ O.αxo O.α::0 a α:x:o USEXQ a α:x:o a α:0 a αヌ::0 O.αXXl aαnコJPEXQ -0.α氾2 O.α宝刀 O.αxゎ O.αxx) O.α:x:o JPEXQ O.αロ3 O.αXXl C.αX氾 a α:0 O.α玄ヨコNCONS".[ -0.∞19 O.αX)) O.α:xo O.α:m O.αm NCONSM -0.α刃2 O.α文わ O.αX氾 a αxx) O.α:x:o NZQBM a α:x:o -251. 275? -0.6416 し8833 O.αXXJ NZBOlf BM O.α:x:o -147.8995 -0.3632 0. 0588 O.α:m NBFPRO O.α)23 O.α:0 O.αm O.α:x:o O.α::0 NBFPRO O.α刃2 O.αX氾 a α:ro O.α:x:o a αxo NZNBC O.α:ro -4234.6日l 1ー0.7668 O.α:0 O.α::0 NZNsC O.α:x:oー 1206.8695 -2， 9635 a αX幻 O.α:0 NEXOTS O.αコ21 -261. 2フ5ワ -0.6416 1. 8833 O.αX氾 NEXOTS O.α刃2 -147.凹95 -0.3632 0.0588 O.α:xo 
付費 1-7累積無量生行列〈ヲグ=3) 付表 1-8畏期乗数行列
定数項 MTRTP RGDP ASPRUS ASJMPO 定数項 MTRTP RGDP ASPRUS AsnlPO U~.-\;\IQ -99. B39B O.αx:o O.<nx> 0. 3847 .0. αxx) USAMQ -99.8631 a αXXl O.α主::0 0. 3848 a はm~s}.\rQ ーし2135 O.αX氾 ααx:o 0.α:0 -10. 7948 AS]MQ -1.2135 O.α:m O.αXXl O.αXXl -10.7947 CONSM 1562.0774 1.5539 1.5177 -0.9466 -1286. 6143 CONSM 16ヲ2.7963 1. 5539 1.5177 -1. 1666 -1585. 5524 PROD -285.5801 O.α))J O.αXXl -0.0224 -351.7787 PROD -~62. 36田 0.αx:o O.α))J 0.2135 -0.0:白RPRC -0.6866 O.α))J a αXXl O.∞ 12 1.57回 RPRC -0.8461 a αXXl O.α))J O.α)14 1.9350 AS;o.BC ー回74.4395 a αXXl 0.α))J 4.田59 1840.5159 ASNsC -5(泊1.1807 O.αm O.αX氾 2.9454 0.0:ヨ)jAEXOTS -1746.回42 -1.553ヲ 1.5177 0. 5396 945.6306 AEXOTS -2054. C旭日 -1.5539 ーし引71 0.9952 1596.3572 USEXQ -25. 05~2 O.αXXl 0.αX氾 O.α:00 a α))J USEXQ -25.0542 O.α))J O.OCOO O.α))J a αχ口JPEXQ -3.03BO O.α:00 O.αXXl O.α:0 o.αX氾 ]PEXQ -3.曲80 0.αXXl o.α:00 o.αXXl O.αxn NCONSM -24.6212 o.α))J a α:00 O.α:m O.αX氾 NCONSM -323125 O.α))J o.αm 。司α:00 o.C'α)J NZQBM -287.4416 o.α:0 .0.α))J o.α))J a α:00 NZQ8M 24日.2369 a α:0 o.αXXl o.α工氾 O.OXJコNBFPRo 77.1579 O.CC印 O.αXXl o.αXXl O.αX泊 NsFPRO 86.5576 o.α))J o.α:00 o.α:00 O.αxo NZNBC 1904.9274 O.α:0 O.α:00 a αx:o a αxo NZNBC 6076.3413 O.α)J() o.α:00 a α:00 0.0YXl NEXOTS -231.7282 O.α))J O.α))J O.αx氾 a α以3 NEXOTS 3C岨.6417 o.α:0 a αX氾 O.αX氾 O.α))コ
BARLPR USGNPo JGNEO ]TBIルfQ TIME BARLPR USGNPo ]GNEO JTBIMQ TI~(E USA.¥IQ a αxo 28. 7399 O.αxo a α:00 O.αX泊 USAMQ O.αXXl 28.7468 a α))J O.αヌ)) O.OCOJ ~Sj.\fQ a αX氾 O.α:00 0.1428 O. 7840 -3.2344 ASjMQ O.α:00 O.αxx) 0.1428 O. 7840 -3.2344 CO!':S~1 a αXXJ a αX氾 O.α文泊 O.α)()J O.αX氾 CONSM O.αXXJ a α))J a α:0 O.αXXJ O.croJ PROD -2.7曲。 17.56'町 0.023~ 0.1286 -0.5304 PROD -3.0397 15.9475 O.αXXJ O.αXXJ 0.0ヌヨ3RPRC O.α:0 O.αX氾 a αxo a α:00 O.αxx) RPRC O.αxx) O.αxゎ O.αxx) O.αxx) O.OCDつAS;¥iBC -.44.5916 201.3270 -0.2344 ー1.2869 5.3田2 ASNBC -~ l. 9431 220.0483 O.αxx) O.αX泊 0.0立)JAEXOTS -2.7田O ー11.1710 -0.1194 -0.6554 2.70-l0 AEXOTS -3.0397 -12.7993 -0.1428 -0.7840 3.2344 UsEXQ O.αX泊 11.9460 O.αX氾 O.αχ泊 O.αXXl 
J UNPSCEOXNQ  ShI 
O.α文泊 11. 9460 O.αX泊 O.αxx) O.伐DコjPEXQ O.α:ro O.α:ro 0.2唖89 。亭α:ro -0.9718 O.αXXJ a α))) O. 2ヲ自9 O.αXXJ -0.9718 NCO;¥iSM a α:ro O.α:xo O.αX氾 a αx:o 之9772 O.αxゎ O.αχm O.αXXJ O.αXXJ 3.3270 NZQBM O.α:00 0.2262 -0.0210 O.αx:o ー1.白70 NZQ8M O.α:0 O.αm -0.0217 O.αXXJ ー11.2540 NsFPRo O.α:0 O.αxx) O.αX氾 臥α:00 -3.5224 NBFPRO O.α:0 O.αxη a αX氾 a α:0 -3.9362 :-':Z:-';8C O.αxo l. 7403 O.α:ro O.αX氾 O.αX泊 NZNBC a αXXl O.∞ココ O.αxx) O.αxo 0.0工幻u司 NEXOTS a α)()J ー11.7198 -0.3199 O.α:00 -13.072:> NEXOTS a αxx) -11.倒的 -0.3206 O.α:00 -13.6'J9J "' 
NMTPRo NPKPRO NZGN町 NZBFPS USMPR NMTPRO NPKPRo NZGNPo NZBFPS us~rPR じSA~IQ O.α:ro ααX氾 o.α:00 o.αXQ O.αXQ USAMQ a αX氾 O.αxx) 0.αxx) O.α:00 O.OXO ASJhS1Q A O.α:XXJ O.αx;o O.α:00 O.α:XXJ O.αX氾 ASJMQ O.αxx) O.αχη o.α:ro O.αxゎ O.うヌヨコCO:-';SSI O. (脳コ0 O.αχ氾 a α))(コ 。‘α:ro a αx:o CONSM O.α:00 O. OY.)J O.α:ro O.αχ氾 巳ヨヨぬPROD a αxx) O.αχ泊 O.αx:o O.αχD a α:m PROD O.α文句 O.α)JQ O.α:0 O.α:0 O.つ).))RPRC a αX氾 O.αx:o uαX氾 O.αx:o a αX氾 RPRC αα:0 O.α)JQ O.α:00 O.αX氾 0.0)ぬAS~BC O.αX氾 O.α:xo O.α:00 a α:00 O.αX氾 ASNBC a α:00 a α:00 O.αxx) O.α:0 0.0:X刀AEXOTS O.α:00 0.((0) O.αX氾 O.αX氾 O.α:0 AEXOTS O.αX氾 O.OOXJ O.α:xo O.αx:o O. c'x刀U_S_EXQ a α)()J O.α:xo a αxo O.α:00 0.0280 USEXQ O.α:00 O.αx1コ O.αχ:0 O.α:00 O.O~呂つJPEXQ O.α)()J q αX氾 O.α:m O.αX氾 a αxo jPEXQ O.α:00 O.∞刀 O.α:00 O.α:0 0.1)'立氾NCO:¥SM J. 2719 -0.1188 1.2646 -1.3356 ー0.05叩 NCONSM 1. 2719 -0.1188 1.2646 -1. 4925 . -O.G.5色7:¥'ZQB)"f O.α:00 O.α:0 a α:00 1.2261 a α))5 NZQBM O.α:ro O.α玄)) O.αX氾 5.9880 0.0ヱ刀~BFPRO O.αX氾 O.αx:o O.α:0 1. 5602 0.0601 NBFPRO O.αX幻 O.αxx) O.αX刃 1. 7658 O. ウ~ïlおZ;¥iBC O.αlXl O.αxゎ O.αX氾 16.7546 O.α)41 NZNBC a αX氾 臥αX刀 O.αX氾 53.3415 O.りわNEXOTS - 1. 2719 O. J le8 ー1.2646 2.5617 a白33 NEXOTS -1. 2719 0.1188 ー 1.2646 7.4806 O.0:::g7 
















































































































































































































































ィックな構造変化をオセアニア経清に与えることとなった。 1973年の 23. 1千トン







UKSliQ-UKSMQ ・ 1= r (UKSMQ. -UKSMQ-1)………… (2-1) 
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散つまり長期的均衡輸出量 UKSMQ'と期待輸出価格 UKSMPO・を消去する為に、 (2-2) 
式と (2-3 )式を (2-1 )式に代入して、適当に整理すると次式が得られる。
UKSMQ= alβy • UKSMPO-I + [(1-β )+(l-Y)] UKSMQ-I 
一(1-β)(I-y)UKSMQ・ 2 + a2γU K Y 0 -a2 ( 1 -β)yUKYO-1 …(2 -4) 
これがいわゆるナーロフ型の(輸出)供給反応過程であるが、本モデルにおい
ては、システム全体を撮作可能な範囲内におさめるために、各変数の最大ラグを
i に限定している。従って 2期ラグの変数(自KSMQ-2) は推定式中には出て来ない。
=れは、上述の反応過程において、 β:: 1つまり期待の係数(もし各変数が両対数
関係で表示されているならば、 ヒックスの言う期待の弾力性に等しい)が lに等






























KSMQ 軒 0.4417 0.3739 O. 523 
PlolMQ -0.8521 0.93 H O. 642 
XMLQ -0.0262 O. H 35 O. 892 
IMLQ -0.5947 1.2152 O. 638 
(c 1 羊肉生産供給関係
弾自力己性価格 交(牛差肉弾価力格性) 交{豚差肉弾価力格性) 所樺弾力性 調整速度
SCOK -0.939 0.5896 0.0417 0.2475 
)(LCON -0.1043 0.7636 0.0612 0.4843 1. 0 
? ? ? ?
?????
価格 使用頭性数 羊毛価性格 計画力価格 安定帯格 下 調整速度
弾力性 弾力 弾力 弾性 限力価性 弾
Q)(L 1. 1081 0.6159 
QML 0.5810 0.7147 
SKSH 0.0576 -0.1314 0.3189 


























































①UKSMQ = 9.81892 f 0.476692事UKSMQ1- 24. 7316事UKLMPO f 0.821837章UKYO
(0.566763) (2.23379) (-0，636609) (0，870387) 
R2=O，401044 D. W. =1. 8648 
②JPMMQ = 22.5639 t 0.357114事JPIO!Ql ・ 11.03H本JMPO f 0.558421章JGNPO

















R2=0.863874 D. W. =2. 0597 
= -26.018 + 0.513559宇AMSYPl









R2=0.613392 D. W. =1. 055 
-303.360 t 0.384057ヰAQMLl
1・1.82973) (2.73545) 










R2=0.723 D. W. =1. 685 
70.3274 t 0.681011本ASNSHl+ 









AQML ASCON UISMQ JPM)fQ 
R2=O.847 D.W.=2.0039 
ニュージーランド・サプセクター
@OHHQ -. 148.885 t 0‘107481宇UUfLQl






R2=0.531845 D. W. =1. 9624 
@JXXLQ = 1.18491 + 0.361671キJH:!LQl





R2=0. 513869 D.W.=1.8669 
















(2.45409) (-0.147259) (0.45926) 
R2=0.719704 D. ¥f. =2. 2997 
⑫HQIH=31. 5139+0. 123863判UXMLQtJunQ)tO. 285246州QMLltO.00528558ヰNZNSHPl
(0.675929) (1. 80643) (1. 89838) (4.17642) 
R2=0.838 D.W.=1.9 
⑬HZNSHP=47005. 7+3. 20830事.d(UXMLQ+JIMLQ) +65. 4098tNZllTPSH80. 696柑 MINP
(16.2472) (0.178571) (1.1096) (3.83668) 
R2=O， 424546 





A)fS yp =オーストラリアにお付る羊肉価格 (kg当たり葦州セント)
AQKL =オース トラリアの羊肉生産量(千トン)
-14・











































AヰY(t) = B本Y{t-l)+C本Z(t) + V {t)...………………… (2 -5) 
とこで A…...・....・…当期内生変数の係数行列(次元 nx n ) 
B ...・ H ・……ラグ付内生変教の操数行列(次元 n X n ) 


















? ? ? ? ? ? ?
? ? ?
??
? ? ? ? ?
?? ? ?
?


































? ? ? ? ?




































係数行列 Aの逆行構造形の方程式(2 -5 )において、これは、ed form)が得られる。
つまり列を(左から)両辺に乗ずることによって導出される。
Y(t)=A-1BヰY(t-1)+A-1Cヰz(t)+A-1V(t) 
= π 1 ヰY (t曲 1)+ π 2事Z(t}+U(t).....・H ・H ・H ・.......・…………・・・ (2 -6) 
ここで
-7・
= A -1 B 




』U (t)=A-1V (t) 




前述の誘導形 (2-6 )式で示された l階定差方程式をさらに、外生変数のみの関数
として解くと、次の最終形 (the final form)が得られる。
Y (t) = ( 1ー πI)・ 1π2本Z(t)+[g;i] [λI t ，λ2 t ，… λn t] • 
=y・(t)+ Y (t) ………… .1 .. ..・……………………………(2 -7) 
ここで λ(i=1，2.….)は誘導形 (2-6)式におけるラグ付内生変数の係数行列 π
lの固有値(特性根 =the eigen values， the characterIstic rools}である。 行
列 [g;J] (i，j， =1，2，… n， )は、初期条件によって決定されるべき任意定数の行列
である。最終形(7 )式の右辺の最初の項は、外生変数の所与の値に対応する内生変
散の畏期均舗(定常)値 y. (t)を示し、 また右辺第2項は、 それ(内生変数の長期
均衡値)からの需離成分からなるシステマティックな変動成分 y( t)を示している。
ここで外生変数ベクトル Z(t)の係数行列(1ー π!)ー 1πEは、後述する長期乗数
行列と同ーのものであり、その推定値は付表ト10に示される通りである。
-78・
表 2-2 l持導形:先決内生変数の係数行列 {<7I=(I-A)-'B}
UKSMQ JP0h.fαhXIQ X3 ASCON AMSYP AQML 
ASNSH ASXOTS 
UKSMQ 0.4767 O.αX幻 O.α)):コ O.α)):コ O.αXXl O.α:xo 
JPMMN Q O. αχ沿 0.3571 o.α:xo O.α:xo O.α)):コ O.α:xo o.α:xo 
ASCO a α:xo O.αxゎ O. 7525 O.αXXl O.αXXl O.α:xo O.αXXl 
AMSYP 0.0189 o.∞ヲl O.αXXl 0.5217 O.∞22 0.0254 O.α:xo 
ASQN ML 3.2653 1.5763 O.αxゎ 1.4α刃 0.3861 
4.37町 O.αX幻
ASNSH →-0.2830 0ー.1162 O.α:xo 0.3309 O.α:xo 0.6810 O.α:xo 
ASXOTS 之7886 1. 2192 -0.7525 1.4α刃 0.3861 4.3790 O.α:xo 
JNUXhXhfMLfLCLQ OQ N 
O.α:xo o.αXlO O.αXXl O.αX氾 O.αxx) O.αXXl O.αxx) 
O.αXXl O.αXlO O.αXlO O.α:xo a αX幻 O.αXXl O.α:xo 
O.αXlO O.αX幻 O.αxx) O.αXXl a αxx) O.α)):コ O.αX幻
NMTPRO o.α:xo O.αX泊 O.αlOO o.αXXl O.α:xo O.αxx) O.区以3
NQz ML O.α:xo o.αX氾 o.αxx) o.αXlO o.αXXl O.αヌXJ O.α:xo 
NZNSHP o.α:xo a αm O.α)):コ o.αX氾 a α)XJ O.αXXJ O.αXJO 
NSXOTS a αXlO o.αX氾 O.αxx) O.αXXl O.αxx) O.αxx) O.α:xo 
UXMLQ JXMLQ N加U.CON NMTPRo NQ~lL NZNSHP NSXOTS 
UKSMQ O.αχ。 O.αXlO O.αxx) o α:0コ O.αxx) 。‘αヱEコ O.α)):コ
JPM?¥iQ O.αχゎ o.αXlO O.α)):コ O.α:xo O.αXXl O.αx:o O.αm 
ASCON o.α:xo O.αX泊 O.α:xo O.α:xo O.αXXl O.αx:o O.αXXl 
AMSYP O.αXXJ o.αX氾 o.O:X:O O.α)XJ 0.0立刀 O.αxゎ O αχロ
AQSh-fSL H O.αxゎ O.αm o.α:xo O.αXJO O.αxx) a α:co O.αヱ泊O.αxロ O. αXXl O.α:xo a αXJO a αxxコ O.cr.:oコ O.αX1J 
ASXOTS O.α:xo O.α:xo a αXXl O.αXJO O.α:xo O.αXXJ O.α工Xコ
NUJXMXιh仏LfCLQX コN O. 1075 0.0:00 O.α)):コ O.α:xo O.αXXl 
o.αχゎ O. o:x泊
O.α:xo 0.3517 O.α:xo O.αXJO O.αXJO O.αxf.) O.α:xo 
-0.岱泊l -0.αXJ3 O.αXXl -0.3-122 -0.αコ22 0.00:氾 O.O:X:O 
NMTPRO O.αXJI O.αXJ.I O.α:xo 0.37~7 O.∞2 . 0.0:立XJ 0.0:0:1 
NNQZNMSL HP 0.0133 O.04~8 O.α:xo O.αXXl 0.2852 。‘∞53 O.αXXl -2. 8635 -2. 0480 O.αxx) O.α:x:o 0.0:00 O.αXfJ O.αXfJ 
NSXOTS -O.C刷 l -0.3165 O.αxゎ 0.3422 0.2374 O.αコ53 O. o:x刃
表 2-3 誘導形:外生変数の係数行列 {r..=(l-A)-IC}
(定量項〉 ul包MPIコ UKYo JMPO JGr-."F勺 AMRPo 
UKSMQ ヲ.6189 -24.7316 0.8216 O.αxo O.は:00 O.α:0 
2之5晶39 O.α:00 O.α:xo -11. 0394 0.5564 O.αXJO 
ASCO 223.9200 O.αxロ O.α;00 O.αXJO O.α:0 -770.由30
AM.SYP -27.6464 -0.3168 0.0105 5.54:)6 O.∞38 3乙1992
AAQSNhE SH -281.1471 -54.6818 1.8173 -1.6486 0.6486 29.臼4170.3274 O.α:00 O.αxx) O.αXJ.コ O.α:x:o O.α:x:o 
ASXOTS -537.4虫刃 -29.9562 O.99~ 3.3筑渇 0.0拍2 799.6771 
uINXxhEhEdC，Q lQ-N 
148.8850 O.αXlO 11.02H O.αm O.α:0 O.αXJO 
1. 1849 O.αXlO O.αmコ『 O.αm 0.9158 O.αXXl 
37.9635 O.α:x:o -0.0105 O.α:xo -0.αX刃 。αxぉ
Nl¥1TPRO 78.3952 O.α:xo 0.0115 O.αXJO O.∞10 O.αχ幻
NQZNEVESEfP - 日.旧20 O.出お 1. 3659 O.α:xo 0.113-4 O.α:xo NZNSHP _ 47487.16ぽ3 O.αXJO 35.3792 O.α:XJ 2. 9381 O.αm 
NSXOTS -137.9314 O.OC回 -9.6510 O.α:XJ -0.8015 O.αm 
BFRPO AGD同 TIME AWLP UIMPR )IMPR 
1JJMEtsh1f3 Q 
O.α:XJ O.α:xo O.αX泊 D.α:xo O.αm D.αロコ
O.氏丈均 D.α:xo O.α:x:o O.α:xo O.民間コ 臥は以3
ASCO 234.60ぬ 0.0731 O.はは3 O.αXXl O.αm a αm 
AMSYP O.α:xo a α:xo 0.9837 O.αX氾 O.αm a 民主ロ
AAQSIhtE sH 
O.α:xo a α:xo O.引高岳 O.αXXl O.αm O.αXJO 
O.αX氾 O.αXlO O.αm -0.1575 O.α:xo O.αxo 
ASXOTS -234.8030 -0.亭0731 0.9056 O.αXJO a αxゎ O.α:xo 
uJNXxhfhL位江c，QoQ rf 
O.αXXl O.氏以3 O.α:xo O.αXJO -0.0116 O.αXJO 
O.αm 。亭α丈白 O.はm O.αXJO O.αX氾 -0.0724 
O.αXJO O.αロ3 -0.4226 O.αxx) -0.α)81 -0.∞24 
NMTPRO O.αm 0.00:0 0.4628 O.αXJO O.は渇9 O.∞26 
TNtZQN恥ESLEfP 
O.αm O.α以3 O.α:xo O.αxx) -0.∞14 -0.α問
a民ロコ O.αm O.αm O.αXJO -0.田73 -0.2321 
NSXOTS O.αm O.αXJO 0.4226 O.は足。 0.0183 O.白57
NZMTPS: NPKPRO NBFPRO MMINP NZGNPO 
UKSMQ O.αm O.αm O.α:x:o O.α:xo O.α:0コ
JPMMS O.α:xo a αm O.α:x:o O.αXJO O.は:00
ASCO O.α以3 O.民主白 O.α弐わ O.は定。 a α:xo 
AMSYP O.αX均 O.αX泊 O.α:x:o O.α:00 a αxx) 
AAQSN恥ESH， 
O.α:00 O.ぽロヨ O.αXJO O.αXJO a α:xo 
O.αロコ O.αxx) O.αxx) O.αXXl a α:xo 
ASXOTS a αm O.αm O.αxゎ a α:xo O.α:x:o 
UJNX島M征，LCLQiQ N 
O.αロ3 。‘氏以〉 O.α:xo O.αX泊 。司αXむ
O.αXXJ O.民主口 a αm O.αXXl a はX氾
-0.2946 O.但52 0.3430 O.α弐XJ 0.4641 
NMTPRO 0.3226. a αm O.αX泊 0.αXJO O.αXJO 
NNQZNbES， EE 
a αm O.αxx) O.はXXJ a α:xコ O.αX泊“.4098 O.αxx) O.α:xo 48Q. 69日 O.αX氾
NSXOTS 0. 2946 -0.理由 -0.3-4叩 O.αX氾 -0.4641 
-19“ 
{4 ) 動学的安定性と固有値




























、 ? ， ，????
? ?
? ?



































lト8)式を適用すると、 この潜在的な誠嚢的周期変動成分の周期は 1B. 045年(周浪
数0，055415サイクル/年)であり、その掻幅は 0.42244であることが導かれる。従







y(t)= {0.41607:tO.0731?5・ i} t 
= {(O. 42244) (cos9. 97・:t i'sin9.97・)}t 



























れうるが、 ここではその中の代表的な 2つを示しておこう。つまり第 lの分解法は、
主??a-YhO-FM吋，-Si，)I-j・ 2(1-机"1".............. (2-10) 
ここで 子=よ五y"y=よ£Ys









の和は lとなる。 この分解法に従う場合、理想的な結果は、第 l項と第 2項が0に近































の実質GNPの成長率を 3%、(i i )日本の実質 GNPの成長率をは、(i i i )他の全ての外生
変数を 1980年のレベルに固定した場合の条件付き予測であることに注意を要する。
(l) 以上の想定の下で、市場構造が予測期間中(1980-1990年)に変化し
なかった場合、オーストラリアの羊飼養頭数は、 1 9 8 1年まで誠少した後、
上昇に転じ、 19 80年の 12 8百万頭から 199 0年の 14 3百万頭へと 1，aのよ昇
が見込まれる。他方、ニュージーランドの羊飼養頭数は、 1 9 8 1年に若干
誠少した後、上昇するが、それ以後は極めて安定的に推移していくこと
が示される。
(2 ) また羊肉生産量については、オーストラリアでは、 1S 8 3年まで減少し、




( 3 ) 圏内羊肉価格については、オーストラリアでは、比較的種やかな車で
上昇していくことが示されており、 1キログラム当たり 1980年の 56，5セン































































-0. 6962X 10-1 
1.0 
0.1697 
O. 1112X 10-12 
0.1760 
0.8240 





-0. 1017X 10-< 
1.0 
0.05719 





オー昆 ト ' リ 7 ・-<t"プ""ヂル
]PMMQ ASCON AMSYP AQML ASNSH ASXOTS 
0.875 0.944 0.8443 0.8975 0.9411 0.4-476 
13.20 出'.38 9.493 49.H 4.682 57.61 
10.91 24.35 7. 123 36.34 3. 701 42.54 
-0. 1126x 10-1 -0. I09X 10-< 0.6812X 10- O. 436x 10-1 0.1453X10-1 O. 1526x 10-( 
1.0 1.0 0.9991 1.0 1.0 0.4274 
0.1415 0.03617 0.1391 0.009畠5 0.01562 O. IB2B 
0.17田 XIO-ll O. 12B7X 10-11 O. 5149X 10-14 O. 7682X 10-14 O. B862X IO-u O. 7016X 10-12 
O.白 669 0.02関2 O.団 361 0.054 0.0説)35 O.α)1937 
0.9333 0.9712 0.9164 0.946 0.9697 0.9981 
。.3347X 10-1< O. 2563 X 10-u O. 206X JO-s O. 1576X ¥0-" O. 1544X 10何日 0.3103 
1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 0.6897 
ュージー予 γ ド・+プ号デル
]XMLQ I NMLCON I NMTPRO I NQ叫 1NZNSHP I NSXOTS 
O. 76回 0.7曲3
15.52 6.922 
1 2.~ 5.242 
→ O. 1499X \O-~ -0. 7266X 10-1 
1.0 O. 7228 
O. 1445 0.03203 
O. 932BX ¥0-1< 。1I02X10-11 
O. 1325 O. 705x ¥O-l 
0.8675 0.9993 
0.1911 X 10・H 0.129 
1.0 0.871 
-85・
0.6871 0.9287 0.7147 
6.676 15.71 3， 739 
5.301 13.38 3，3日
O. 1453 X ¥0-1 。1.17Hx 10-< O. 1302x 10-1 
l.∞l 1.0 1.0 
0.02126 0.0154 
O. 4738x 10-日 O. 1232X 10-11 O. 1213x 10-12 
O.白057 0.03695 0.1664 
0.9394 0.963 0.8336 
O. 21HX 10-5 0.3171 X ¥O-It 0.3311 X 10-11 
1.0 1.0 1.0 




O. 3170X 10-1 
0.8178 
0.19.国






UKSMQ JPMMQ ASCON AlvISYP AQML 
1978 4.64271 81. 5924 237.034 42.0989 493.395 
1979 5.97244 73.5291 250.663 50.8726 474. 146 
1980 6.92849 71. 8458 304.408 56.5294 462.584 
1981 7.38424 71. 2447 344.849 60.5499 438.924 
1982 7.60149 71. 0301 375.279 63.6762 424.598 
1983 7.70505 70.9534 398. 177 66.2804 421. 108 
1984 7.75442 70.9260 415.406 68.5706 425.521 
1985 7.77795 70.9162 428.371 70.6714 434.828 
1986 7.78917 70.9127 438. 126 72.6590 446.859 
1987 7. 79451 70.9115 445.466 74.5806 460.256 
1988 7.79706 70.9110 450.989 76.4650 474.239 
1989 7. 79828 70.9109 455. 145 78.3291 488.397 
1990 7. 79886 70.9108 458.273 80. 1830 502.537 
ASNSH UX~1LQ JX?>.ILQ NMLCO~ N?¥'lTPRO 
1978 134.612 203.883 33.9323 88.7244 171. 868 
1979 132.810 196.116 38.8658 98.5131 175.483 
1930 128.709 186. 705 20.5756 106. 778 171.977 
1981 127. 713 185. 693 18.8726 120. 182 163.299 
1982 128.306 185.58~ 23.4144 124. 732 158.317 
1983 129. 700 185.573 30.4725 126.025 156.901 
1984 131. 504 185.572 38.7116 126.091 156.829 
1985 133.474 185.511 47.6621 125.693 157.264 
1986 135.505 185.511 51. 1684 125. 122 157.890 
1987 137.543 185.571 61. 1892 124.485 158.587 
1988 139.566 185.571 71.1252 123.824 159.311 
1989 141. 566 185.511 88.7931 123.154 160.045 
1990 143.545 185.571 100.416 122.48J 160.183 
NQ~IL NZNSHP 
1978 513.999 63840.6 
1979 549.907 64699.8 
1930 554.852 66021. 6 
1981 538. 745 65641. 7 
1982 532. 143 66276.4 
1983 533.614 66276.4 
L担4 534.034 66276.4 
1985 534. 154 66276.4 
1986 534. 188 66276.4 
1987 534. 198 66276.4 
1988 534.201 66276.4 
1989 534.201 66276.4 





























Y (t-l) = π 1 ・y (t・2)+ π 2 ・Z (t-l) + U (t-1) ..….. . .・ (2-6)' 
ζれをもとの式(2 -6 )に代入して
-87・
(t) =π1 {π1・Y(t-2) +π2・Z{t-l)+U(t-l)} +πE・Z{t)+U(t)
=π12. Y (t-2) +π1π2・Z (1-1) +π2・Z (t) +π2・U(t-l)+U{t}
D操作を s固くり返して




刊πI5 + 1が sが大きくなるにつれて、限りなくゼロ行列に近づくということで
る。つまり




Y (t) = ~ π 1 π 2 ・Z (t-}) +~ π 1 ; ・U (t-}) ・・・… .. … … (2-13) 
1=0 }=o 
この (2-13)式の右辺の第 l項 {Z{t-llの係数}の継続的な成分項から、各種の
学乗教の定義式が得られる。つまりこれらの項はタイムラグ lの値 0，1.2.3，'"
高じて、 π2 Jπ1π2， π1 2π2 .π1 3π2.……となる。これらの行列は、外生変散
l単位の変化が、同期またはそれに引き続〈時期において内生変教に及ぼす影響
示すものであり、短期衝撃乗数(1 = 0の時つまり π2)および各期 (1=1， 2.……)
お付る時差乗数行列 D(l) tthe delay multiplier matriIJと呼ばれる。つまり
a Y (t) 
(1) = =π11π2 (1=0.1，2，...・ ， ∞ ) … … … ・・・… (2-14) 
d Z (t-1) 
またこれらをタイムラグ1= 0の時点から各期までの累積値の形で示したもの、つ
り π 2 ，π 2+ π 1 π h π 2 + π 1 π 2+ π 12 π 2 ，・..・ ， (1 + π 1+ π 12+ …・・・ + 
1 1 -1 ) 1t2は各期における累積乗敏行列 C(1) (the cUl!ulative Ilultiplier lIatr 
[)と言われ、その極限収束値{ ( 1ー πI)・ 1π2}は、長期乗数行列と呼ぼれる.
lまり










が用いられる。ごれが動学的弾力性行列 (thedynamic elasticity matrixlと
ばれるものであり、時差乗数行列からは時差弾力性が導かれ、 また累積乗数行





Y (t r 















の期(タイムラグ 0期)において O ， 343~上昇させ、以降タイムラグが進むにつれ





















(i i ) 価格効果
オーストラリアからイギリスヘ輸出される羊肉の輸入価格が u上昇した場合、
























。[!Ol持，¥{U踊1 (0.0詩的 (0.0121 
1 2 3 co -91・














































































































































































|♂詑) (-). 3254) 
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表ト7(続き)
¥| 動学)Ie:散効果 短期筒軍最散 中 期 ，民 散 延期衆散9 イムラ F 。 2 3 C由
オ 一O.白回 -0.0529 -0.0253 -0.0021 
価 UのK効L果MPO~AQML (-0.1086) 〈一0.0242)^ (-0.回目〕 (-0.国 12) (-0.1邸時
ト
ラ 一入価指由ら| -0.0375 -0.白 ¥6 0.03¥7 O.閣ι4格 官 JのM効P果O~AQML (0.01田) (0.549日〉7 (-0.田75) (-0.明 J) ( -0.0674) 
":';.1 英国の紬入価格から -0.α)17 -0.αX渇 -0.α均l O.αエロ
動 且ド の効果 (-0.臨時 〈ー O.∞26)UIMPR~NQML ←O.∞17) (-0.∞25) (-0.∞26) 
羊 ジ -0.αX)7 
果 -0.∞71 -0.α)56 -0.∞19 
肉 ヲ J のI動l¥1P果R~NQML (ー O.即 1) ( -0.0127) (-0.0146) くー 0.0153) (-0.0156) 
生 オ 0.0239 0.OH8 0.0214 O.α)18 
UのK効Y果o~AQr.位，麗 l所 ^ (0.0239) (0.品87) (0.田01) (臥田¥9) (0.0お5)
ト
量 ラ 0.0錫q 0.12曲 0.0516 O.α)33 
得 日 JのG効N果m今AQML (0. 1236) に ア (0.品目〉 (0.1自白〉 (0‘2411) (0. 24H) 
対 効 :';.1 
英国の国民所得から 0.0218 0.0115 O.αX刃 -0.αxゎ
品ド UのK効Y果0=争NQML (0.0218) (0.回お〉 (0.田42) (0.0342) (0.回41)す
果 ジ
る
JのG効N果~NQML 0.0146 0.0114 O.α)39 0.0013 ラ (0.0146) (0.回目〉 (0.白骨〉 (0.由 12) (0.回 19)
効
果 A掲京W州果I羊P毛~価AQ繕hかEらの I 0.0 -0.1456 -0.1566 -0.1311 そか
のら (0.0) (-0.1456) (-0.3022) (-0.4却〉 〈ー 0.84国〉
他の
NZ計画価格からのの効 0.0 0.0259 O.α:rH O.α)21 
外果 効果
生 NZMTPS手NQML (0.0) (0.0259) (0.間的 (0.03:14) 何回日〉
変
NZ安IのN定効P=帯果〉下限価格位 から 0.0 0.0774 0.0221 O.α泌3
MMINP~NQML (0.0) (0.0774) (0.倒的 (0.10日〉 (0. 1閣)
オ
U英のK効国L果のM輸m入今価A格Sから I 0.0 0. 0141 0.01:19 0.0136 l 
ス NSH (0.0) (0.0141) (0.国X)) (0.白36) くO.団45)
羊 ト
同 ヲ 0.0 0.06国 0.0677 0.0587 集 F 
JのM効町果中ASNSH眠 ア (0.的 (0.白血〉 (0. 1280) (0. 1867) く0.37田〕
散
，、
:':.1 英国の舗入価格から -0.αx>4 O.αD4 0.0 0.0 -の ，:a.ド 1のJ1効M果PR~NZNSH 効 (-0.氏。 (0.0) (0.の (0.0) (0. 0) 
呆 ジ
日M本効P果のR舗~入N価Z格から -0.α)1晶 O.∞10 O.αD4 O.αX)I 
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← 0.6710 0.0223 
-48.8717 1.6240 
7.7812 -0. 2~86 





O.α:co o. O~~2 
C.αX氾 -3.3939
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[ i i i ]前述い i]の結果から、主な周期帯におげる 3つの異なる市場段階の時
系列聞の先行遅行関係を判定し、関連度、タイムラグの長さ、担及の仕方
について検討する。








( 2 )ごの分析例は「牛肉に閲する国際シンポジウム j (1979年東京開催)で






























は大き〈分げて、(イ)若齢牛 (6-12i1月)、 (ロ)イアリング (yearling、12-1
















































































































































































時間 tに閉して不規則に変化する時系列を X (l)とするとき、ある時間 T だけ遅
らせた系列ともとの系列との共分散を自己共分散といい、これをラグ Tの関数と
みなしたものが自己共分散問教 C{，)である。これを， = 0の時の値つまり X系列
の分散で除したものが自己相関係数であり、これをラグ Tの関数とみなしたもの
が自己相関関数R(，)である。
R (，)= C (T)/C (0) 
-ー
























-・(ト3J bj・SIN8it)+ t I (a j • COS 8 J t all ーx (t) 
…(3-4 ) an'COSπt + Od t I d j・C05 (θJt aB ーー
l角周揖数2πj/n 






~ (ー 1)tX (t) 




















I R (τ )cose j T 







いる (Parzen法、 Tuker.Hanning法、 Hamming法など)が、各々一長一短を持って
いる。最終的な推定値に大きな差はないことが指摘されている。本稿では主にハ
ニングのラグ・ウインドウを用いた。具体的な平滑化の揖作は次の様になる。
P冒== O.5Ps t O.5PI 
P T = O.25P ，-1 + O.5Pτt O，2SPT+1 
O.5PII-1 + D.5PIII 
(T:l，'''，1I-1) 
・・… (3-6 ) 










この分析手法は、 2個の時系列 X (t)、Y(t)について、各々、農つかの単揖動の
合成されたものとみなし、各周謹数ごとにその成分変動聞の関係を検討すること
により、両時系列聞の関係をより詳細に分析しようとするものである。自己パワ
ースベクトルの場合と全く同様に、 N= 2 n{固のデータからなる 2つの時系列を各々、
故の様に表わせる。
= ax0 t i:(axj.COS8jt f bxJ・SU8 j t ) 
-・.(ト7) 















PXY (8j) = Sn (8d -Qxv (8J)・ i









CHR2 ( 8 Jl= 
D q2 (8 d 
Px(8dPv{8;J 




クロス据幅スベクトル Dxパej);を入力系列のパワースベクトル px ( e d で除
したものは、ゲインと言われ、通常の回帰分析でいう回帰係数(入力系列Xに対










oxy (8i) = tan・1
、 ? ?
?
、 ? ， ，
????





?? ??????? ????????• • • • • • • • • • • • • • • • • • ?
《タウ統計量=タイムラグ》
ラジアン単位で示された位相差は角周揖数2πθjで時間単位へ変控できる。
τ(8 d = 










この統計量 τ{θ J)がプラスならぽ入力系列X (t)が出力系列Y (t)に先行してい





[ 1] MB P系列(牛肉卸売市場価格、キログラム当たり豪ドル、 1962年1月~
1976年12月の 180カ月)
[ 2] A OP系列(社齢肉牛市場価格、キログラム当たり豪ドル、 1962年l月~
1976年12月の 1801J月)





















I(t)= I Xt+μ + ー(Xt+6 + Xt-s)"・・ H ・・・・… (3・1S)























































位置を、三系列について見比べると、 STN系列 (t=121で極大、 t=139で極小)はA
OP系列(t=128で極大、 t= 145で極小)に6-7:1J月先行しており、またAOP系列はMB














(8 ) 採用したラグ教に対し、 3-6倍、または検出したい最大周期のE倍のデ
ータ数が必要とされる。






































一一一 4050 60 70 80 90 100 110120130140150160170 
(年次)
国 3-7 定常化されたAOP系列
10 20 30 40 50 60 70 80 90 100110120130140150160170 
(年次)
国 3-8 定常化されたSTN系列
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まずMBP系列では、 スベクトル密度関数に 7つのピークが観察された。 長期的変
動の領域では 31. 71J月周期と 10.511月周期であり、 短期的変動の領域では7.日月、
4， 8カ月、 3. 6:b月、 2.5-2.1抱月周期である。 (表トlおよび図3-12 ) 
他方、 STN系列では、 g個以上のピークが観察される。 長期的変動の領域では12
7 •0カ月周期、 18. 1カ月周期、 10.581.1月周期の成分変動であり、 短期的変動の領域で
は 5.0カ月、 4. 5:b月、 3， 6:b月、 2. 8... 2. 1カ月周期のところにピークが見出される(
表3-1および図ト100 
またAOP系列では 8個以上のピークが観察された。 長期的変動の領舗では、 3 1 









系高列 周期(周誼数) 相対的r寸の ホワイトノイ.:rの その他のZへ・川島
Zヘ・ Hk密度 9U信額区間 t・-'}の周期帯
カ月[サイクル/月) 虫月 カ月
M BP 31.14(0.0315) 17. 9 15.2-38.8 7， 93 4. 87 
10，58 (0.0945) O. 993 0.844--2.154 2. 59 2. 1 
3.62 (0. 276) O. 226 0.192--0，490 
TN 127. DS (0.007) 38. 5 32.7.....83.5 5， 07 4.54 
18.14(0.055) 9. 6 ~ 8，19......20.91 2， 82 2. 26 
10.58 (0，094) 2. 1 7 1.84...4，70 2. 1 
3，62 (0. 276) O. 901 0.765...1.955 
A OP 31.14(0，0315) 12. 8 10.8-27.7 8. H 5. 29 
10.58 (0. 0945) O. 943 0.801.....2.046 4. 54 3. 53 
























V P ( ej) 
P (e d 
亘X 2(V)]=(α1ーα2) =α3 
α2 
ここでX 2 (V)は自由度Vのカイ二乗分布の上倒α%点、 α1とαEはx2分
α 
布の上倒累積確率、 P( e j)は正規分布に従うランダム変量のスベクトル密度の



















































~ 。0.125 o 0.1250.250.375 0.5 0 0.1250.250.375 O.5(周雄監)
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∞30 108 4 2.6 
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2 ∞30 108 
















E E L-I 
• 2 ∞30 10 8 4
-134・
‘ • 2.6 2
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周期(周渡数) コヒアレンス ゲ イ ン フェイス タイムラグ
カ月 (fイ?It/月) カ月
1.74{0，0315) 0，0930 0， 258 0， 6 10 3， 08 
8，47(0，118) 0， 785 0， 844 -0，708 -0，954 
3，43 (D. 291) 0， 615 0， 703 1. 14 0，785 
2，26(0，H1) 0， 85 5， 56 1.49 0， 538 





，? ? ? ?2，7 (0，0787) O. 682 1. 32 1. 06 2 ， 1s 
0， 7 1 6 1. 25 -1. 43 -2， 41 
9，8 (0，102J 0， 813 1. 09 1ー.55 -2. 41 
2，89(0，346) 0， 843 10. 9 -0， H S -0，211 
2，1110，472) O. 772 1. 68 1.48 0.498 
1.74(0，0315) 0， 94 0 1. 52 -1. 41 -7， 11 
2，70 {O. 0787} 0， 952 0， 552 -0，265 -5， 36 
0，S8(0，0945} 0， 705 0， 553 -3， 14 同 5，28 
9，09{O.110) 0， 913 1. 07 1. 86 2， 69 
2，94 (0， 339) 1)， 85' {}， 445 -0，189 -(}， 0889 
2.76 (0，362) 0， 968 0， 308 -2，98 -1. 31 





































































[MB P]ー←→ [AOP1 →[STIi] 








































( 1 5 )ゲインダイアグラムとは、二次元座揮において、横軸に周揖数領曜をと
り、縦軸にそれに対応するゲイン値をプロットしたものである.
(16 )クロススベクトル分析を適用する2組の系列において、入力系列を先に書
き出力系列を後に書〈ことにする o (以下問樺)0 
(17 )ゲインは、入力系列に対する出力系列の回帰係教を示している。従って
タイムラグ推定備が負の時には逆散値で対応・捜及することになる。










とは逆にMBP系列がSTN系列に 2.15:IJ月先行し、拡大変動的(1 %→1. 32 % ) 
に対応している。
また、短期的周期帯では、周浪数0.346(周期2，8911月)でのコヒアレ



















































( 1 )課題[i ]に対して、牛肉価格系列には約3年周期と約 1年周期および約a月
周期のドミナントな成分変動がみられた。また屠殺頭数の系列については、 10年
周期、 l年周期の成分変動がドミナントであることが示された。
(2 )課題いi]、 [ i i i ]に対して、前節の(i)....(iiilが直撞の帰結であるが、
表現を変えて市場段暗別にまとめると
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1952/53- 1960/61- 1970/71- 1952/日~
1959/60 1969/70 1978/79 1978/79 
麦 -1. 8 5 ， 4 6， 1 4. 1 
樟 2. 6 7. 0 3. 1 L 4 
毛 4. 2 1. 9 -3， 1 0.8 
肉 2. 8 2 . 7 
8，5 3， 9 
5. 3 1. 2 -9， 1 0， 8 
羊肉 5. 0 3 ， 8 -4， 3 2， 8 
乳 1. 9 1.6 -4. 5 0，2 
肉 2. 8 5. 0 -O. 2 3， 7 
7 ， 5 g. 3 1 0， 0 7.8 
粒鞍物
t豆、 燕麦、 トウモ百コシ] 4. 6 2 ， 7 0， 6 4.7 








1951/52 . 1960/61 . 1970/71- 1951/52 .. 
1960/61 1970/71 1980/81 1980/81 
麦 4. 84 2. 85 。‘ 02 3， 03 
麦 2， 85 4. 01 -2 ， 40 1. 20 
類 4. 87 10， 47 0，49 7， 32 
ャガイモ 5， 8 9 O. 84 -0， 05 2， 38 
肉 2， 7 5 1. 82 2. 92 6， 38 
牛肉 0， H 1ー.24 1ー.80 -0， 67 
肉 2， 65 2. 35 -0， 20 0， 94 
羊肉 3， 33 2， 97 1. 86 3， 1 6 
肉 O. 1 5 1. 01 国 2，3 1 -0， 37 
毛 5， 08 2.50 1. 51 3. 84 
ター 1. 01 0，84 1. 63 1. 37 
ーズ 1. 18 -4， H -2. 05 1ー.83 
脂掛乳 3，45 2. 26 4. 72 4. 02 
ゼイン 3， 63 1. 88 8， 93 5 •5 1 
材 L 58 S， 1 9 8， 6 1 6， 12 
産 4. 38 4. 64 5， 07 4. 69 












































出所:捕前「ォ-;1..トヲ 97，:::.ー ジーー ヲ γ ドにおける羊肉
産業の1十Ltfti町分析J(f'員集m合研究J第3i巻M3号，昭
和58年).

































この問、製造業の比重も I949年の 26%から 19%へと低下傾向をたどっているが、
同じく非農業部門の中でも鉱業の比重は、 1980年代までは 2%前後であったもの







圏内総生 国内総生産に占 器輸出 る輸出に占め」
産(百万 める比車百 額 比率目
豪$) (百万
農 鉱 製 第 豪$) 農 鉱 製
林 業 Z、a旦z 一 林 業 RY三K 
水 業 次 水 業
産 産 産
業 業 業
9H 4. 031 2 1 2 6 50 1.075 8& 6 
50 4. 837 2 5 2 5 4B 1. 2 1 7 9 0 
5 1 6. 585 29 24 1. 9 5 1 92 4 
52 6. S 5 3 1 9 27 52 1. 334 H 8 
53 7.5(3 2 1 26 5 1 1. 7 2 7 84 
54 8. 109 1 S 27 5 2 1. 6 4 0 85 
55 8.743 1 6 2 S 54 1 ， 5 3 2 84 10 
56 9. 48 3 1 6 28 5 4 1. 536 83 8 
57 10.236 1 7 2 28 53 1. 95 S 8 1 B 11 
58 10.267 1 3 2 9 5 6 1. 606 80 1 3 
59 11.137 1 4 2 9 55 1 ， 5 9 0 a 1 1 3 
60 12，211 14 2 9 55 1. S 3 9 8 1 1 3 
6 1 1 L 9 S 2 1 3 2 9 56 1. 58 5 7 5 1 7 
62 13，335 12 28 58 2 J1 0 1 7 9 14 
63 14.446 27 2. 1 06 7 9 7 14 
64 16.074 26 5 S 2. 727 80 • 13 
65 17.640 1 2 27 5 9 2 •52 8 76 1 5 
66 18.403 10 2 ，6 1 2. 638 71 1 1 18 
67 20.416 12 2 2s 60 2. 9 3 6 69 12 1 9 
6 S 21， 736 8 27 6 3 2 • 93 5 64 1 6 20 
6 9 24.66B 1 0 2 6 2 3. 24 5 58 20 2 2 
27.369 8 3 26 3. 9 6 6 54 2 4 22 
7 1 30.313 2s 65 4， 201 52 2 6 22 
72 33.835 A 24 6 5 4 I， 19 5 2 25 23 
73 38.486 23 65 5 ， 961 57 2 2 2 1 
74 45.967 23 64 6 I67 3 54 2 4 2 2 
7 5 55.0BB 22 6 7 8，420 4B 28 24 
76 6 L 127 4 2 1 ~~ I .~.~Q~ 47 3 1 22 
77 73.300 4 2 1 69 i 11，3S0 n 3 1 22 
7 B 79，603 2 1 70 11，878 46 3 1 23 
79 88.984 1 9 6 9 13.785 4s 28 2 7 
80 99.959 1 9 70 18.221 47 2 5 28 
81 119.913 1 9 7 1 8， H 9 4s 31 24 
82 135，096 4 1 9 7 2 19¥294 43 34 2 3 
83 146，962 a 1 8 7 3 21，454 37 3 9 24 
84 166，171 1 8 7 2 4，013 37 39 24 
85 183，098 1 8 72 29，707 37 41 22 







圏内総生 圏内総生産に占める比率 韓輸出 輸出に占的る比率目
産{百万 額
NZ$) {百万
農 鉱 製 第 KZ$) 農 鉱 製
林 業 造 ー 林 業 辺、'lJO三
‘ 水 業 次 水 業
産 産業 産葉 業
H9 9 6 4 2 S. 6 1. 4. 2 1.7 50. 2 292 98. 9 0.47 O. 5 
50 1，087 4. O. 4. 1. 5 2 1. 2 36. 8 364 98. 9 O. 7 1 0.2 
5 1 1， 3 3 3 48.8 1. 4 2 O.1 29. 6 492 9 g.3 O. 36 O. 2 
5 2 L 500 3 5.5 1. 2 20. 3 42. 9 476 9 9 • 3 0.37 0， 2 
53 1， 523 4. O. 9 1. 4. 20. 8 36. 8 4. 6 6 99. 4. O. 1 7 0.4. 
54. 1， 606 4. O. 7 1. 3 22， 4. 35. 5 484 98， 2 0， 20 1.5 
55 L 927 3 5.3 1. 4 21. 8 41 . 4 5 1 4. 9 8且 9i O.11 O. 9 
56 2 ， 01 5 3 3.9 1. 6 22， 1 4. 2， 3 550 9 8.6 0， 10 l. 2 
57 2， 07 9 ~ 5， 9 1.8 22， 0 40， 2 548 98. S O. 10 1. ~ 
58 L 265 3 2.3 1. 6 22. 5 43，4. 495 98. 8 O. 08 1.0 
59 2， 2 9 6 30， 7 1.6 23‘4 44，2 58 1 98， 7 O. 13 1. 0 
60 2 I338 33. 6 1. 6 25， 0 39‘7 5 9 9 98， 7 O. 13 1. 1 
6 1 2 I7 1 2 2 B.6 1. 5 24. 2 4. 5. 6 560 99， 0 O. 10 0，8 
62 2， 814. 25. 9 0， 8 26， 1 47. 1 568 98， 9 0， 07 1. 0 
63 2 I949 2 6.9 O. 9 26. 1 45. 9 62 0 98， 7 0， 06 1. 1 
64. 3 I2 11 28， 9 0， 8 27. 6 4. 2. 5 728 98. 5 0， 02 1. 4. 
65 3，506 27， 4 1. 0 27 ， 6 43. 9 7 3 ~ 97. 7 0， 02 2， 2 
66 3 ， 939 26. 3 O. 8 28， 1 44. 6 75 S 97. 0 O. 02 2， 8 
67 4， 058 2 L 7 O. 8 28， 4 46.0 112 9 6， 1. O. 01 3， 8 
6 S 4.141 24.0 O. 8 28. 4. 46.7 804 9 5..( O. 01 4.5 
69 4， 29 9 25. 0 O. 8 2 9 . 4. 4(.7 9 6 8 93. 8 日‘ 02 6. 1 
70 4， 7 59 22. B 0.7 30. 4. 45. 9 1， 064. 92. 1 0， 01 1.8 
7 1 5 ， 5 1 7 20. 6 O. 6 30. 1 48.5 L 108 91. 2 O. 01 8. 7 
72 6， 47 8 2 1.1 O. 5 29. 1 4S. 1 1， 346 90. 3 O. 01 9. 6 
1 3 7 ， 386 25. 2 O. 5 29. 4 44.1 1， ， 5 B9 O.1 O. 02 9. 8 
14 8，145 2 1.9 0， 5 28， 7 48.8 1， 74 6 B 7.3 O. 09 1 2.6 
75 10，820 8.6 O. 4 2 1.5 6 9 . 3 1， 558 83. 7 O. 0 1 16.2 
7s 11， U 7 1 0， 5 O. 3 22 • 4 66. 7 2 ， 81 5 65. 5 4. 19 30. 2 
77 13，809 1 1.7 0.6 22 • 9 64. 7 3，228172.2 3 [ 9 8 23， 6 
7 6 15，211 1 O.5 1. 2 22. 2 66， 0 3， 3 1 3 69‘4 3. 98 26， 5 
7 9 17，5 U 1 l.0 O. B 2 3 • 0 65. 1 4， 067 70. 3 4. 3 9 2 5，2 
80 201966 1 2.7 O. 8 23. 2 63. .( 5， 152 6 g.9 3. 72 26. 2 
8 1 24， 127 11. 2 0， 7 23. 2 64‘8 6 I035 68， 2 4. 10 27. 6 
出所:文献 [5]，[6]， [14]， [15]より作成.
注) .小数点以下第 2位または第3位を切り捨てた為，比率の和が 100になら
ない箇所もある。 鉱業部門については、 1 97 5年以前と以後とでは
データソースが異なることによる不連続があるので註意を要する.
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の依然として 50%前後を維持している。 19 50年代初めには、 ごの比率は実に 92%
にも遣しており、農林水産業は外資彊得の殆ど大部分を担っていたことが知られ
る。この状況が急敢に低下し始めたのは、 19 6 0年代前半であるが、 この時期は、
ちょうどアメリカを初めとする主要輸出国において穀物過剰が深刻化して来た時





























のであるCI 1 9 7 7年まではー貫して、全商品輸出額に占めるシェアにおいて第 1位
を占め、 1 96 7年までは誌額の 3-4割を占めてきた羊毛も、それ以後は 1IfJ前後ま
でシェアを低下させてきていることが知られる。小麦についても 19 5 0年代に入っ
て、以前の 17%台から 10%前後へと後退してきているが、砂糖は、多くの輸入国
との聞で長期輸入契約の成立した 197 0年代後半にし 3%のシェアを記録したのを
除くとし 4-3.7%のシェアで安定している。
逆に牛肉は 1960年代後半よりその比重を大き〈のばし、国際市場の変動が濫し

















表 4-5 オーストラリアの主要農産物の槍出額 (3年平均〉とその割合 〈単位:官万華淵s.%) 
-ー ーー 一ー 1937-39 1947-49 1955-57 1965-67 1975-77 1979-81 
-ーー ーーー ー
毛 107.6 ( 39.9) 352. 1 ( 42.6) 816.4 ( 49.7) 789.3 ( 28.9) 1，064.2 ( 10.9) 1. 744 ( 9.2) 
(小麦扮〉 43.0 ( 16.0) 141.1 ( 17.0) 142.3 ( 8.7) 336.3 ( 12.3) 971.4 ( 10.0) 2.174 ( 11.5) 
寝 7.9 ( 2.9) 1l.8 ( 1.4) 56.5 ( 3.4) 102.0 ( 3.7) 517.3 ( 6.3) 667 ( 3.5) 
肉 9.3 ( 3.5) 11.1 ( 1.3) 45.1 ( 2.8) 203.9 ( 7.5) 477.2 ( 4.9) 1. 269 ( 6.7) 
E 食肉 12.8 ( 4.8) 25.3 ( 3.1) 54.6 ( 3.3) 76.5 ( 2.8) 188.7 ( 1. 9) 281 ( 1. 4) 
物 11.0 ( 4.1) 13.1 ( 1.6) 56.4 ( 3.4) 94.8 ( 3.5) 95.3 ( 1.0) 188 ( 0.9) 
F ー 21. 7 ( 8.0) 38.5 ( 4.7) 53.8 ( 3.3) 63.3 ( 2.3) 45.2 ( 0.4) 39 ( 0.2) 
酪食品 4.9 ( l.8) 27.4 ( 3.4) 40.3 ( 2.4) 62.4 ( 2.3) 143.0 ( 1.4) 87 ( 0.4) 
量産物輸出 13.0 (ι8) 77.1 ( 9.3) 98.5 ( 6.0) 197.9 ( 7.2) 739.0 ( 7.5) 1. 309 ( 6.9) 
a組出 11 231.2 ( 85.8) 697.5 ( 84.4) 1. 364.5 ( 83.0) 1. 926.5 ( 70.5) 4.342.3 ( 44.3) 8.臼3 ( 45.2) 
出 額 269." (100.0) 826.9 (100.0) 1.644.1 000.0) 乙733.0(100.0) 9，808.0 000.0) 18.881 (100.0) 
I面表4-3同じ・
表 4-6 =-~ージーランドの主要量産物 の輸出額とその割合 (単位:官万NZ S) 
19~0 1950 1960 1965 1970 1975 1980 
羊 豆国王 33.0 ( 22.9) 149.0 ( 40.9) 204‘0(33.7) 208.0 ( 28.0) 204.0 ( 18.7) 261. 0 ( 16.1) 930.0 ( 18.0) 
草 肉 27.8 ( 19.3) 45.5 ( 12.5) 97.2 ( 1ι0) 134.9 ( 18. n 182.8 ( 16.8) 238.6 ( 14.7) 583. 8 ( 11. 3) 
ヰ 肉 5.9 ( 4.1) 7.0 ( 19.3) 44.0 ( 7.2) 57.0 ( 7.6) 154.0 ( 14.1) 161.0 ( 9.9) 528.0 ( 10.2) 
1-、 ~ ー 36.0 ( 25.0) 71.0 ( 19.5) 100.0 ( 16.5) 119.0 ( 16.0) 109.0 ( 10.0) 122.0 ( 7.5) 360.0 ( 6.9) 
1- ー ズ 16.0 ( 1.1) 29.0 ( 7.9) 37.0 ( 6.0 40.0 ( 5.3) 44.0 ( 4.0) 48.0 ( 2.9) 105.0 ( 2.0) 
R 宿 勧 乳 0.8 ( 0.5) 6.6 ( 1.8) 11. 0 ( 1. 8) 18.0 ( 2.4) 31.0 ( 2.8) 103.0 ( 6.3) 214.0 ( 4.1) 
tI 品i:! イ γ 0.1 (0.06) 1.3 ( 0.3) 8.4 ( 1.3) 16.8 ( 2.2) 25.0 ( 2.3) 14.6 ( 0.9) 112.0 ( 2.1) 
牧草・ 租 手 0.7 ( 0.4) 4.1 ( 1.1) 3.3 ( 0.5) 2.0 ( 0.2) 3.5 ( 0.3) 9.7 ( 0.5) 13.9 ( 0.2) 
:-'ゴ 0.4( 0.2) 3E0317fO)5MM) 8.8 ( 0.8) 19.3 ( 1.1) 35.7 ( 0.6) 
材木・パルプ 0.3 ( 0.2) 0.7 ( 0.01 9.7 ( 1.6)1 11.1 ( 1.4) 41.2 ( 3.7) 71.4 ( 4.4) 24i.0 ( 4.7) 
その他の岳遭物輸出 16.2 ( 1. 1) 42.4 (11.6)! 30.7 ( 5.0)1 42.6 ( 5.7) 122.7 ( 11.2) 572.4 ( 35.3) 425.6 ( 9.8) 
圭量章勧愉出 l1372〈白 355.0 ( 98.3)1 550.0 ( 91.0)1 655.0 ( 88.2) 926.0 ( 85.2) 1.370.0 ( 84.5) 3.605.0 ( 69.9) 




1935... 38 1946-48 1954-56 1964-66 1974......76 1980... 8 
毛 33， 3 38， 8 0.6 50， 0 6 L 9 65， 1 
麦肉 {小麦掛) 16， 1 8 I 9 9， 7 11. 2 10， 0 1 0， 5 
14. 7 11. 7 19 I 3 20， 1 20， 0 1 9 ， 3
肉 25， 9 1. 6 1 2， 1 1. 3 1 7 ，7 1 7.1 
ター 1 6.2 22. 5 14， 0 13 I 4 5. 6 5 . 0 
ーズ 3. 1 8. 7 4， 9 4. 5 3. 3 3. 0 
槽 4.4 7.4 5.9 6. 7 9. 3 7 . 7 







1945 1950 1960 1 9 6 5 1970 1975 1980 
毛肉 9， 5 14. 3 1 9，  1 9.7 24. 1 25. 7 31. 4 6 I -4 12. 5 10. 1 6. 3 8.4 8. 0 6. 4 
肉 59，8 66， 1 73， 8 66， 5 60， 7 58. 2 52. 0 
ター 42. 1 28. 5 26. 5 28. 4 21. 7 18 I 2 1 6 I 3
ーズ 31. 3 28. 0 16， 9 1 5.7 1. 4 6. 4 4. 8 





































































1947 1965 1977 1947 1965 1977 
↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 
1949 1967 1980 1949 1967 1980 
67.76 39.60 30.87 18.23 8. 03 2.77 
E紛) 28.93 9.05 0.81 ー ー ー
80.65 31. 27 4. 65 一 56.94 56.65 
ロロ 73.47 34. 09 14. S3 1.48 36. 97 10. 80 
65.40 41. 78 3.73 6. 16 25. 62 36. 40 
89.00 70.94 11. 6 0.89 O. 5 4.79 
農品 34.15 16.36 0.23 ー 2. 59 2.40 
57.~2 6. 12 40. 05 11. 42 1. 18 16. 89 










1947 1965 1977 1947 1965 1977 
↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 
1S49 1967 1980 1949 1967 1980 
1. 07 32.77 32.04 12.94 19.60 34.32 
i小麦粉) 0.67 I 6.54 12. 83 70. 90 84. H 86.36 
1. 9 1. 97 12.39 17.36 9.82 26. 31 
他食品 ー 14. 6 35.90 25， 05 14.28 38. 7 
0.47 24. 13 32.14 27. 97 8.47 27. 73 
ー 0.37 2.50 5.04 9.14 26， 01 78.51 
他酪農品 0.25 13. 09 22.38 65.60 67. 96 H.99 
一 O.H 4.84 31. 26 2， 25 38.22 







ヨーロッパ アメリカ 日 本 そ の他
(ソ連を除く)
196011970 1980 1960 1970 1980 1960 1970 1980 1960 1970 1980 
6， 0 7， 8 3. 1 81. 4 50.2 68.9 2， 9 2. 14 2.6 9.2 39.8 25.4 
9 O. 7 78.7 5.6 2. 1 3，7 S.8 4.6 15. 1 4. 7 2.6 2.4 83. 9 
89. 7 75. 3 14. 8 6.3 11. 0 31. 0 O. 9 6. 7 28. S 3. 0 6.9 25.4 
93. S 90.0 59. 6 O. 2 O. 3 O. 9 一 O. 02 O. 2 6.2 9‘6 39.3 乳 71. 6 19. 8 O. 6 一 F O. 6 O. 1 14. 5 4. 7 28.3 65. 6 9-4. 1 
52， 5 46. 4 1. 2 34.5 29.7 56.4 11. 6 19. 8 23. 3 1.4 4. 1 9.0 
73. 0 64.3 49. 0 16， 4 11. 2 3. 9 3. 8 11. 9 9. 8 6.8 12且6 31.3 
一 2.3 3. 0 ー 72.0 15. 3 一 3.2 30.4 100.0 2. 5 51. 2 
























ここでは、 オーストラリアの貿易構造が大きく変化した 19 6 0年代以降について、
各商品あるいは各輸入市場におけるオース トラリアからの輸出の増大が、 如何な
る要因によって規定されたかについて若干の分析を行なっておこう。 用いられた









1 i =基準年におげる商品 iのオーストラリアからの輸出総額
1，' =比較年における商品 iのオーストラリアからの輸出総額
1; =基準年における市場 jへのオーストラリアからの輸出総額
X j' =比較年における市場 jへのオーストラリアからの輸出総額
1 i J =基準年におげる市場 jへの商品 iのオーストラリアからの輸出額
Lに=比較年におげる市場 jへの商品 iのオーストラリアからの輸出額
x =基準年における(総ての商品の総ての市場への)オーストラリアから
の輸出総額 (1 =LL=LX;=LLLd 
l' 比較年における(総ての商品の誌での市場への)オーストラリアか
ちの輸出総額 (X'= L L! = L Xj' = L L L j') 
g =基準年から比較年にかけての世界輸出額の平均‘成長率 (Xl
gi =基準年から比較年にかげての商品 iの世界輸出額の平均成長率(目)




{i)第 l項 gX r全般的貿易効果 J
オーストラリアの輸出額が、世界全体の輸出総額の平均成長率 gと同じ車
で成長したならば実現したであろうオーストラリアからの輸出の増加額
( i i i第 2項 L (gi-g) L r商品構成効果」
オーストラリアからの各商品の輸出が、 当該商品の世界輸出の平均成長率
g，と同じ率で成長した場合に実現するであろうオーストラリア輸出の増加
額と、 その輸出が世界の全商品輸出額の平均成長華 g と同じ宰で成長した
場合に実現するであろう増加額との差






日 本 E C イキ'リ1 7γ7・ 7}リカ 計
大洋州
豪州の輸出増加 4， 0 1 0， 07 -1. 14 0， 2 1 1. 57 4， 7 2 
全般的貿易効果 2， 4 1 2. 02 2， 59 0， 9 2 1. 36 9 ， 3 6 
第
商品構成効果 -1. 72 -1. 50 -1 ， 50 -0， 35 -0， 74 -6 . 00
市場配分効果 1. 50 -O. 22 -1. 14 -O. 64 O. 43 O. 2 2 
競争・残余効果 1. 74 -O. 22 ー1.1 4 0， 2 1 1 O.57 1. 14 
1 
期
第 豪州の輸出増加 1 g. 78 1. 79 ]. 64 1， 7 8 1. 93 1 5 . 9 4 
全般的貿易効果 4， 9 3 2. 43 2 . 5 0 1. 2 1 2. 3 6 13. 43 
H 商品構成効果 -1. 79 -1. 88 O. 1 4 -O. 87 -5. 7 2 
市場配分効果 O. 5 7 0.43 -]. 01 -0， 28 O. 007 
期 競争・残余効果 5. 07 O. 7 9 1.14 0， 7 1 O. 5 1 8. 07 
第 豪州の輸出増加 | 31.071 g， 9 3 5.57 14.72 50. 78 
全般的貿易効果 3 O.29 10. 7 9 10. 9 3 6.92110.93 6 g.78 
E 商品構成効果 -16.72 -3. 02 -2 ， 2 3 -22.29 
市場配分効果 9. 93 0.0 -1. 72 -0.921 0.14 5. 9 9 
期 競争・残余効果 7. 57 2. 08 I -7. 43 -1.35 1 -3.72 -2. 84 
豪州の輸出増効加 43. 7 1 1 1 ，7 9 O. 08 71. 42 
全般的貿易 果 2 6.86 21. 7 9 28. 43 10.42 1 14.64 100.00 
全
期 商品構成効果 -22.09 -14.66 -9. 7 9 -0.71 1 -11. 24 1-52.28 
市場配分効果 1 5.72 O. 99 ー11.00 -1. 70 
競争・残余効果 23 . 2 1 3 . 64 -7 ， 50 2.07 1 3.37 23. 9 1 
註(1 i第 I期=1960/62-1967/69， 
-1913/60. 
第 H期 =1967/69......1973/751第 E期 =1973/75
( 2 )各数値は、全期間における全般的貿易効果(合計欄)に対する比率(~)で表
刀可.
( 3 )小数点以下第 3位または第 4位で四捨五入したため、
が合計欄と一致しないとともある。
各々の行和あるいは列和




(i v) 第 4項 LL (X';j-g;jLd r競争・残余効果」
オーストラリアの現実の輸出増加総額(X'・x)と前述の三つの効果(







の値を用いている。 また全期間は 1960/62(1960，1961， 1962年の 3か年平均、以下
同様に表記)から 1978/刊に至る期間をとっている。 また、 この期間を三つに区











( 1 ) C M S分析には、分析手法として幾つかの限界点が指摘されている。その主
要なものは、 ( i )輸出変動を数量ベースではなく金額ベースで取り担わざるを得な
いため価格変動と数量変動とが重視して出てくること、 ( i i )輸出シェアの変動に
聞して価梧変動による部分の他に輸入国側にお付る噌好の変化や政治的あるいは
非経滑的な要因による部分等が競争・残余効果に裡在して含まれるが、各々の部






豪州の輸出増加 0，28 I 0，14 ι3010，001-0.0711 0，64i 3，441 0，641 4.72 
全般的貿易効果 1. 49 1 0，07 1 0，50 1 0.43 I 0，71 1 3，21 1 1. 43 1 4，711 9，36 
商品構成効果 -0，57 1 0.00 I -0，36 1 -0.20 1 -0.64 ・1.78 ・0.571 -3.6111 -6.00 
市場配分効果 O. 28 I 0， 0 1 -0. 07 ・O.14 1 -0. 14 1 -0.07 I 0.64 ・0.3511 0.22 
続争・残余効果 I-0.99 1 0.01 I 0.15 I -0.H 0， 14 ・0，78 I 1. 86 1 O. 07 1 1. 14 
豪州の輸出増加 1. 9 9 i O. 3 2 1. 5 0 i o. 07 i 1.6 4 1 5， 49: 8. 2 2 i 2， 211 15. 9 4 
全般的貿易効果 i.9 2 o. 22 O. 7 9 1 O. 52 I O.7 8 1 4， 14I 3. 3 6 I 5. 92 1 13， 43
商品構成効果 -0. 1{ 1 0，8 ! -0，43 ・0.21 1 -0.14 !I -0，78 j -1. 43 1 -3.49 ・5，72 
市場配分効果 -0，35 1 0.01 ! -0，14 1 -0.07 I 0.14 1 -0，35 1 0.50 I -0. 14 1 0.007 
競争・残余効果 O.57 I O.0 I 1.29 I -O.14 1 O.7 1 1 2， 49I 5. 72 ・0.1411 5，07 
豪州の輸出増加 1 1.78 I 0.60 I 2.80 0，07 3.21"11 8.491 28.71T13.57l 50，78 
全般的貿易効果 9.57 1 1.1 1 5.01 I L 81 1 5， 141 22.56 1 24，36 1 2，85 169.78 
商品構成効果 ・3.71 ・0，14 ・0.43 ・0，57 I -0，92 ・5.78 ・7.22 ・9，28 ・22.29
市場配分効果 -0，49 I 0，07 I 0.37 1 -0.14 I 1.14 1 0，9 ・0.8615，85115.99
競争・残余効果 j-3，57 !-0，43 1-2， 07 ・1.0 1-2.14 !I -9，281 12.441 -5，91 -2.84 
豪州の輸出増加 3. 9 9 1 . 03 1 4， 5 9 1 0， 14 I 4.8 5 114， 571 40. 36 i 16. 48 17 1.42 
全般的貿易効果 16.5110，93 川 4. 81 川 3349 110000 
商品構成効果 ・6.57 ・O.07 ・2，641-2.291-3.64 ・15.14 卜52.28 











? ?， ?? ????????????????• 
注， 表4-11に同じ
-165・






















































出増加 14は世界全体のそれ 35の 112以下であり、製造業品では、 オーストラリアの
輸出増加 16は世界全体のそれれの 1/3以下でしかない)。 これは両産業部門とも商
品構成効果、市場配分効果、競争・残余効果の総てがマイナスの影響を与えてい
たごとによるものである。これに対して鉱産物部門では、 オーストラリアの輸出


















































































先ず初めに、 日本市場において、 nか国からある商品が輸入されており、 t期に
おげる第 i輸出国のシェアがmj(t) (j=L…， n， t=l，.・.， r)であるとする。 つまり、
mJ (t) = L m， (t-1) 'Pi j + Vj (t) ( j = 1、ー ・ー・、 n) ・・・・・・ (4-2 ) 
ここで Vdt)は、 m;(t -1)とは無相関で平均値がゼロの確率変数(誤差項)であ
るe p， jは、特定の輸入国(日本)が前期(t -1時点)に第 i輸出国から輸入してい
たが、今期(t期)にはその輸入先を第 j輸出国へと切り換える確率を示している。
時点 tにお付る第 j輸出国の日本市場におけるシェアの期待値は前期におげるシ
ェアに、 日本が同じく第 j輸出固から繰り返して輸入する確率を乗じたもの mj (t-
1) ， P j jに、他の輸出国から第 j輸出国へと輸入先を切り換えて来ることによる変化
1ー70・
分(つまり前期における第 i輸出国のシェアに、 日本が第 i輪出国から第 j輸出国へ
と輸入先を変える確率を乗じたものの総和L:m ・(t-I)p， j) を加えたものに等しい。
第(4 -2 )式はこの関係を示している。 ここで、 日本市場における輸出国の選択は自
己完結的(つまり、輸入先を既存の n個の輸出国のどれかに切り換え、 それ以外の
輸出国への切り換えは生じない状況)になるように決定される。従って
L: L ; =1 
、?? ? ????? ? ???? ?，?、 、 ?? ???????• • • ?• ???• • 
』量 1
また変数 p，jは遷移確率なので当然、改の条件を満たさなければならない。
o ~ p， J 孟 1 (i， j=1、 …、 n ) ・t I • r・ a・・(4・4) 
さらに(ト2)式を誤差項'ij(t) について解き二乗することから次式が得ら
れる。
v，(t)2= {mdt)-L:;n;(t-I)'Pi;} 2 
????????• ?• • • • • • • • • 
遷移確率 p，jの推定過程は、 ( 4 -3 )式および(4・4)式の制約の下で(4 -5 ) 
式を最少化するという問題となるが、 ごれは典型的な二次計画法(Qは dratic Pr 










L: mdt-1) = 1 (t=I，・・・・、 T) I I I I I • I I I • • I (4・6) 
これを例えぽ mj(t-1)について解き、 ( 4 -2 )式に代入すると通常の重回帰式の




7メY'b 'btr オ-.1.トラリ7 その他
7メリカ 1. 0 0，0 0， 0 0，0 
bt1φ 0，0535409 0，278308 0，663804 0，00434687 
t-Aトラリ7 0， 0 1. 0 0， 0 0，0 
その他 0， 0 0，0 0，0 1. 0 
表4-13(b) 日本の牛肉輸入の遷移確車行列
t-AトラY7 こ.1-シ'ーうント， 7メ『カ カナr その他
1・1トラリ7 「ー 0，932336 0，0 0，0676641 0，0 0， 0 
ニェーシe ラーント e 0，0 1. 0 0，0 0，0 0， 0 
7メリカ 0， 0 0，0848631 0，8989 0，0162372 0，0 
カナr O. 0 0， 0 0，0 1. 0 0， 0 
その他 L- O. 0 0，159013 0，0 0.0 0，840988 
表ト13 (c) 日本の砂糖輸入の遷移確華行列
オ-.1.トラリ7 南 77~ tJ キュー J¥' その他
1-.1.トラリ7 「ー 0，1739130.0 0，0 0，826987 
南17Yb 0， 0 1. 0 0.0 0.0 
キュ』ハ' L 1. 0 0.0 0，0 0.0 その他 0， 0 0.0411524 0，666667 0，292181 
表4-13(d) 日本の全農林水産物輸入の遷移確宰行列
7j1ltJ .t-.l.トラ97 カナr ニ.1-~ ・ーラント. その他
7)リカ 0.0 0.0 0， 0 0， 0 1. 0 
ト1トラリ7 0.0 0.738095 O. 0 0，261905 0.0 
カナ9・ 0.0 0，22535 0.77465 0.0 。‘
ニ墨田γ ラーYト' 0，0 0， 0 1.0 0，0 0，0 













注(3)遷移確華の推定に当たっては、 1 97 5ー 198 1年の資料を用いた。 この節は 3



















































輸出国からアメリカへの「切換え性向 Jが 14%と大きいため、 アメリカからのネ























アII!j (t -1 )がかげられるので、遷移確車聞の単純な引算は余り意味をも
たない。 ここでは一応の目安として敢えてその数値を示したに過ぎない。
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1 j (t)を t期にオーストラリア(あるいはニュージーランド)の総輸出額に占める
第j輸出先への輸出額のシェアとみればよい。従って遷移確率 P i jは、前期(t -1 ) 
において第 i輸入国へ輸出していたが、今期 tにその輸出先を第 j輸入国へと切り
換える確率を示すこととなる。
この分析を輸出国としてのオーストラリア倒のデータに適用したのが表 4-14(a
















政範目槙とは逆方向の) r切換え性向」が 17.7 %もあるため、ネットの効果(7 )で





しかし、表 4-14(a)において、 rその他市場」の列を縦に合計すると 2，1となり、
lより大きくなる。 一定の条件の下では〈わある特定市場について、貿易取引の「




















マトンの輸出先に関しては(表←15 (b) )、従来、 日本が最大市場であったが、
ここ数年ソ連の輸入シェアが(不安定ではあるが)飛語的に上昇している。それ





切換え性向 J もかなり大きいことが分かる(他方、 イギリスに対する輸出の「継
1ー77-
表4-14(a) オーストラリアの牛肉輸出の遷移確率行列
イ~. g ^ 7Jリカ カナタ' 日本 その他
ィt'~ ^  0.0 O. 0 O. 0 0， 0 1. 0 
1)9カ 0.0239703 0，869683 0.0 O. 0 0.106347 
:lJH' O. 0 0，177419 0.822581 0，0 0.0 
日本 0， 0 0.0 O. 0 0.954785 0，0452155 
その他 0， 0 0.0 O. 0 0，0 1.0 
表ト14 ( b) オーストラリアの砂輔輸出の遷移確率行列
日本 金ナr 韓国 マレーシ7 その他
日本
「
0.615065 0.0 o . 0 O. 0 0.384935 
自ナ~. 0.0 0.307375 0.0 0.692626 0.0 
韓国 0，523311 0，0 0.4766890，0 。目
干~-シ 7 0，0 0，5284310，4715690，0 O. 0 
その他」 0， 0 O. 0 0，0 O. 0 1. 0 
表4-14(c) オーストラリアの小麦輸出の遷移確車行列
ェγ" ~ 中国 日本 ニrγィyト'その他
ェγ7'ト O. 0 0，941536 0.0 0.0 0.0584643 
中国 0，629415 0，0 0.259313 0，0203195 0.0909521 
日本 O. 0 0，0 0，0 0， 0 1. 0 
ニュー γ ラーント' O. 0 0，0 1. 0 0.0 0，0 
その他 L- 0.0 0.0 0， 0 0， 0 1. 0 
-178-
表4-15{a) ニュージーランドの牛肉輸出の遷移確率行列
7メリカ カナゲ 日本 イ:ドリZ その他
1P}'b 0，565868 0，148204 0，0344312 0，0 0，251497 
tJt7' 1. 0 0，0 o ，0 0， 0 0， 0 
日本 0，0 0， 0 0，352939 0，647061 0，0 
ィ*'V ^  i寸 O 0， 0 0，0 0， 0 0， 0 
その他 1. 0 0， 0 0， 0 0，0 0， 0 
表ト15 ( b) ニュージーランドの羊肉(マトン)輸出の遷移確率行列
日本 Y連 イキ， 1} ^  韓国 その他
日本 「一一 0，401827 0，0 0，06621 0.0776254 0，063927 
y連 0，0 0，977867 0.0 0.0221329 0.0 
イキ'リス 0，0 0，0 0.0 O. 0 1.0 
韓国 0.0 O. 0 1. 0 0， 0 0， 0 
その他」 1. 0 0，0 0，0 0，0 0，0 
表ト15 ( c ) ニュージーランドのチーズ輸出の遷移確宰行列
日本 7メリカ オ-;{トラ97 イ 7~ その他
日本 O. 0 0.507692 0，174359 0，0 0.317949 
7Jリカ 0.9595960.0 0， 0 0.040404 0，0 
t-;{トうH O. 0 1. 0 0， 0 0，0 0.0 
イ11 0， 0 0，37931 0， 0 0.62069 0.0 
その他 O. 0 0，0 O. 0 0.0 1. 0 
表ト15 ( a) ニュージーランドの全商品輸出の遷移確車行列
イ:γ1}^  オ-;{トラリ7 日本 7メVカ その他
イキ'リ1 0， 0 0，0 0.846153 0.153847 0.0 
t-;{トラ97 O. 0 0.0 0.0 0.0 1. 0 
日本 0，0769237 0.0 O. 0 0.9230760.0 
7J9カ 1. 0 0.0 0.0 0.0 O. 0 
その他 0.0 0，319149 0.0425535 0.0 0.638298 
-179・
続性向」は極的て小さい)。






















4 (a) - (d)であり、 またオセアニア両国の輸出に占める各輸入国のシェアを予測し
たものが図 4-5(a) - (c)および図 4-6 (a)ー(d)である。
日本の牛肉輸入(図ト4( a) )については、今後、オーストラリアの比重が若干
下落して、 アメリカとニュージーランドとがややウエートを高めてくることにな
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用を上昇させる。 (i i )資本や労働などの基本的な生産要素の確保に対して保護さ
れた部門の競争力を高め、 一次産品部門からの涜出を促進する。
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第 1項 実質 GNPの成長率と世界の GNPに占めるシェア











表 5-1 実質GNPの成長車と各国の GNPシェア(% ) 
GNP実質成長率 世界の GNPに占めるシェ7
(一人当り GNPの成長率)
1962-70 1970・81 1990 1962 1981 1990 
オーストラリァ| 5.8( 3.8) 3.5(1.7) 4.5 1 . 2 1.5 1.4 
日本 |149(138) 5.3(4.2) 4.5 4.2 9.9 10. 9 
|中国 5.7( 3.4) 2.8(4.1) 8.0 2.2 2.3 3.5 
その他北東アジア I12.6( 0.4) 8.4(6.0) 8.5 0.4 1.2 1.8 
ア セ アン |32(102) 7.4(5.5) 6.5 3 . 1 1.7 2.1 
東ア ジア計 11.1( 8.5) 5.4(3.7) 5. 7 9.9 15.1 18.3 
北 ア メ カ 4.1( 2.9) 3.1(2.0) 3.5 29.8 28.3 26.4 




































(資料) 文献 ( 1 ) 
他方、同表の右側半分は、世界のGNPに占める各国のシェアを示したものである。
1962年には世界の GNPの 9.はが東アジアのみで占められており、太平洋諸国全体
では世界の 41.2%を占めていたが、 1981年には、東アジアはそのシェアを 15.1%へ







世界の輸出に占める東アジアの比重は 1962年の 8.5%から 1981年の 17.4%ま
で2倍に都大し、世界の総輸出額の 1/6を占めるに至っている。 またより広〈太平
洋地域全体で見ても 1962年の 32.8%から 1981年の36.0%へと拡大しており、 さら






表5-2 世界の貿易に占める各国のシェア ( % ) 
!世界の輸出に占めるシェ7 世界の輸入に占める ~h:.7
1962 1981 1990 1962 1981 1990 
オーストラリア 1.9 1.2 1.4 1.7 1.3 1.5 
日 本 3 .9 8.8 7.7 4.5 6. 1 5.5 
中 国 o . 6 1.2 1.7 0.5 0.8 1.6 4 
その他北東アジア 0.7 3.3 5. 7 1.5 3 . 6 4.6 
ア セ ア ン 3 .3 4.1 4.7 3.3 3.8 4.1 
東アジ ア計 8.5 1 7 . 4 19.8 9.8 14.3 15.8 
~t ア メ カ 21. 7 17 . 0 16.0 17.3 15.1 17. 1 
ニュ田ジーランドetc o .7 0.4 o . 4 0.6 0.4 0.4 
太平洋諸国計 32.8 36.0 37.6 29.4 31.2 34.8 
西ヨーロッパ 45.8 42.8 41.4 50.7 42.5 43.0 
中 東 2.9 8.9 7.8 2.5 6. 1 5.8 
計画経済 国 3.5 4.1 3.8 3 .4 5.4 5.0 
そ の f也 14.8 8.2 9.4 14. 7 14.8 11. 4 
世 界 計 100.0 100.0 1円~__ 100.0 100.0 100.0 
(貰料) 文献(1 ) 








































1962 1967 1972 1977 1990 
-66 -71 -76 -81 
オ 一 ス 卜 フ
リ本ア国 |  | 
11 9 g 9 3 
日 40 29 22 13 11 
中 64 66 63 67 62 
その他北東ア ジア 80 76 66 59 48 
ア セ ア 31 32 52 33 36 
~t ア メ 11 8 8 8 7 
ニュージーランドその他| 7 19 24 26 12 










さらに表5-4は、各国の「顕示された比較畳位指数RCAj (Revealed Co皿parati 
ve Advantage) の推移を示したものである。 このRCA指数は世界の輸出総額x.に




X; k/ X 
RCA= 
X w k/ X w 
-・… (5-1) 
この指数が1より大であれば、世界の輸出額に占める K財の重要度よりもこの地域









表5-4 RCA (Revealed Co皿parative Advantage)の推移
鉱産物・ 労働集約的
農産物 工事!片'ー 金属 工 業 ロcロ 工業品
オー ス ト フ リ7 196212.7 0.5 0.9 O. 1 o .5i 
1970 2.4 1.5 1.7 o . 1 o .3
1981 2.8 1.2 2.5 0.2 0.4 
1990 2.4 1.4 3.2 o . 1 0.4 
日 本 I1962 0.4 0.2 0.3 3.5 1.2 
1970 0.3 0.1 0.5 2.2 
1981 O. 1 o . 1 O. 7 1.1 
1990 O. 1 o . 04 1.0 0.9 1.8 
中 国 I1962 1.5 0.4 2.4 2.2 0.4 
1970 2.3 0.4 O. 2 2.5 o .3
1.5 1.1 O. 9 3.0 
1990 1.1 1.4 1.8 2.8 0.3 
その他北東アジア I1962 O. 7 0.3 O. 1 5.5 o .3
1970 0.7 0.2 O. 1 5.3 0.4 
o . 1 0.5 4.8 0.8 
1990 1 0.4 0.05 0.3 3 . 9 1. 0 1 
セ ア ン 196212.1 1.6 1.3 O. 2 o . 2 
1970 12.7 1.7 1.4 0.2 0.1 i 
198111.7 2.0 1.3 O. 7 0.3 
1990 1.4 1.8 0.9 1.2 0.4 
北 ア メ カ 1962 1.0 0.7 1.1 0.6 1.2 
1970 1.0 0.7 1.0 0.4 1.2 
1981 1.5 0.4 0.9 0.4 
1990 1.4 0.4 0.6 0.4 1.3 
ニュージーランド etc 1962 3.0 0.2 0.3 0.0 O. 1 
1970 3.5 0.6 1.0 o . 2 o . 2 
1981 4.5 o . 1 2.9 0.4 o .3











ていることを示している。 この比率は 1962年には45%であったが、 この聞に 11%
も増加したことが確認される。
表5-5 総貿易額に占める太平洋地域との貿易額のシェア(% ) 
他の太平洋地域への輸出額のシェ71他の太平洋地域からの輸入額の川
1962 1910 1981 1990 1962 1970 1981 1990 
オーストラリア 49 65 60 70 41 51 63 78 
日 本 56 62 56 52 59 58 53 59 
中 国 48 56 14 16 48 54 71 83 
その他北東アジア 60 72 65 58 71 15 70 62 
ア セ ア ン 68 70 74 74 64 67 64 66 
東アジア計 ー ー 63 61 ー 65 64 
北アメ カ 39 50 48 51 48 59 52 62 
ニ1-ジーランド等 29 48 58 65 44 53 68 85 






の29%から 1981年には 44%へと上昇し、 1990年の予測では48-53%まで上昇するこ
とが見込まれている。 また太平洋地域全体への輸出は同期間に 49%から 60%へと
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また、貿易結合度指数 1i jは、補完性指数 c と偏向性指数 B i jとの積に分解
されうる。つまり、

































補完性指数(C i;) 偏向性指数 (Bij}
I 1962 1972 1981 1962 1972 1981 ， 
1.8 2.3 1.8 2.0 2. 1 1.7 
0.9 1.2 1.3 〉 1.6 1.8 1.7 
0.8 0.9 1.2 1.5 1.7 
1.1 1.1 1.2 1.1 1.5 
0.5 0.6 0.8 2.7 3.9 2.4 
0.8 0.8 0.8 2.2 1.7 1.9 
0.8 0.8 o . 7 1.0 1.1 
0.8 1.0 1.0 1.4 1.3 1.4 
1.5 O. 7 0.8 8.2 20.5 22.8 
0.6 0.5 0.6 く 5.5 14.5 14.3 
1.7 1.4 1.0 1.1 1.0 0.5 
0.9 1.2 1.1 3.9 2.6 1.1 




























輸入国 (to) 輸 出 入 国
¥ 
¥ EC その他 カナヲ' 7メリカ オーストラリ7・ 77リカ 中南米 7シ， 7 
¥ 西 欧 こ:1-:;，ー ラント'
出国(fro皿)¥ (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) 
C (1) 3591 365 3 。 781 71 105 
の他西欧 (2) 42 44 。 。 28 3 13 
ナ ダ(3) 534 37 。 36 。 230 428 46 
メ リカ (4) 1675 1295 134 。 3 1716 3006 2465 
"i.トラリ7・
，-シ'ーラント， (5) B 9 。 11 349 27 382 
フ リカ (6) 7 15 。 。 36 。 22 
南 米(7) 200 90 。 5 。 65 336 24 
ジ ア(8) 88 21 1 6 1 467 64 833 
国 (9) 2 6 。 。 。 8 3 146 
欧(10) 15 27 。 4 。 8 12 。
連(11) 2 。 D 。 。 224 14 
言十Vャッ7'(12) 64 3 日 1 1 81 1 364 
入 計(13) 6225 1916 136 56 16 3769 4175 4414 
白出ー輸入)(14) 513 -1340 3968 18838 2275 -3619 -1016 -1411 








¥ 輸入国 (t0) 輸 出 入 国
¥ 
¥ 中国 東欧 ソ連 統計 中間計
¥ γャッ7'
出国(from)¥ (9) (10) ) (11 ) (12) (13 ) 
c (1) 206 7982 288 2 6211 I 
の他西欧 (2) 2 2004 225 4 562 I 
ナ ダ(3) 586 2694 1367 24 3557 I 
メ カ(4) 1331 9914 1554 964 15134 I 
』ストラリ 7・
.ーシラン トt (5) 257 04 350 4 1395 
フ リ カ(6) 。 31 B -1 88 
南 米(7) 22 131 2283 3039 
ジ ア(8) 187 848 352 28 2132 
国 (9) 。 692 62 -2 294 
欧(10) 3 1532 206 2 430 
連 (11) 130 670 。 。 438 
計 Vャヲ7.(12) 1 91 1 529 
入 計(13) 2725 26567 6694 1027 33809 
輸出ー輸入)(14) -23'99 恒 21952 -6256 -172 7186 







輸入国(to) 純 粋 輸 入 国
輸出合計
南 7連邦 日本 中東 オi?7こ7 小計
出国 (from) (14) (15) (16 ) (17 ) (18) (19) 
C (1) 2 524 。527 6738 
の他西欧 (2) 。 。 14 。 14 576 
ナ ダ (3) 。 473 74 。547 4104 
















461 。 。 。 。 438 。 218 108 。326 855 
126 3942 3041 77 7186 40995 I 
輸出ー輸入)(14) 。 。 。 。 。
自出合計(15) 。 。 。 。 。 。|































以下括彊内は 1976年度の数値を示す)がアメリカで占められており、次いで EC 
の16.4% (15.9%)、 カナダの 10.0% (10.5%)、 中南米の 7.7% (6.68%)、 ア
ジアの 7.3% (4.95%)、オーストラリア・ニュージーランド地域の5.5% (7.35 





他方、輸入額に関してはソビエトが最も大きく世界の総輸入額の 16.3% (11.3 
% )を占め、次いで ECの15.1% (28.7%)、 アジアの 10.7% (12.9%)、 中南
米の 10.1% (8.0%)、 日本の 9.6% (11.9%)、 アフリカの 9.1% (6.0%)、 中














数行列(輸出入保数行列) [A (i、 j) ]を導くことができる(付表5-1)。その

















[A] X [X] + [F] = [X]…………...……………… (5 -4) 
[ X] = ( Iー [A])-lX[F]………………………… (5-5)
ここで[A ]は輸出入保数行列、 [ x ]は輸出額のベクトル、 [ F ]は純粋輸
入国の輸入需要のベクトルを示している。表5-9は、上式の買易連関モデルに於け
るレオンチェブの逆行列 {(I-A)-!} を示している。通常の産業連関分析の




例えば、 アジアに対する鞍物輸入需要が 1単位(百万 U S $ )増加した場合、 オ
ーストラリア・ニュージーランド地域からの穀物輸入は 0.608単位(60.8万 US $) 
増加するという買易構造になっていたととが知られる。同栂に中国に対する純粋
輸入国の輸入需要が1単位(百万 US $ )増加した場合、究極的にはオーストラリ
7 ・ニュージーランド地誠からの語物輸出は4.256単位(425.6百万 U S $ )増加
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影 響 力 係 数 感 応 度 係 数
1976年 1981年 1976年 1981年
E C 0.7479 0.1084 2.4451 2. 1483 
その他西欧 1.5356 0.4360 0.2390 0.2455 
カ ナ ダ 0.0233 0.0189 1.2737 1.3680 
ア メ カ 0.0227 0.0189 5.2331 5. 1456 
オーストラリ7・
ニューシ e ラーント' 0.0221 0.0184 0.5948 0.4682 
ア フ カ 2.9555 2.8263 0.1061 0.0465 
中 南 米 0.3307 0.3713 0.9472 1.2623 
ア ジ ア 0.5157 0.2554 0.3051 0.6678 
中 国 0.7883 1.9532 0.1272 0.1129 
東 欧 2.1598 2.0644 0.3789 0.1969 
統ソ計ギャッ連プ
2.7475 3.8808 0.1582 0.1856 
0.1508 0.0482 0.1415 0.1525 
の輸出入国からの輸入需要が 1単位ずつあった場合に第i輸出国の直面する必要輸
出額はzp・Jとなる。つまり、逆行列{b i d の第 i行の合計である。 この値を各
行の合計値の平均で割った値を、その輸出国の感応度保数と呼ぶ。つまり、
1: b i j 









~ b ; j 
(第J国の影響力係数)= (5-7) 
































(a)輸出誘発額 ( 1981年、単位 百万 US$ ) 
純粋輸入国
輸出国 南ア連邦 日 本 中東 オセアニア 計
E C 30 307 6391 10 6738 
そ の他西 欧 37 535 l 576 
カ ナ ダ 20 714 3363 7 4101 
アメリカ I187 3990 14681 36 18894 b 
オーストラリ 7 ・
ニュージーランド 10 401 1810 69 2291 
アフリカ I: ~ 4 146 。 150 
中南米 28 223 2902 6 3159 
ア ジ ア 8 158 2827 10 3003 
中 国 26 298 l 326 
東 欧 3 30 428 l 461 
ソ 連 3 3 1 403 1 438 
続 計ギャ、'}70 2 244 608 l 855 
~ 計 296 6164 34392 143 40995 
例えば、 日本の輸入需要器額39.42億 US$ (表5-8)を満たす為にアメリカから 39
.9億 s、 カナダから7.1憧s、 オーストラリア・ニュージーランド地揺から 4.01
















輸出国 南ア連邦 日 本 中 東 オセアニア 計
E C 0.2376 0.0780 2.1016 0.1249 0.9377 
そ の 他西欧 0.0259 0.0093 0.1759 0.0136 0.0802 
カ ナ ダ 0.1626 0.1811 1.1058 0.0882 0.5711 
ア メ カ 1.4802 1.0122 4.8277 0.4738 2.6293 
オーストラリア
ニュージーランド 0.0831 0.1017 0.5953 0.9011 0.3188 
ア フ カ 0.0024 0.0009 0.0480 0.0022 0.0209 
中 南 米 0.2239 0.0565 0.9543 0.0779 0.4396 
ア ジ ア 0.0631 0.0401 0.9296 0.1293 0.4179 
中 国 0.0102 0.0066 0.0980 0.0098 0.0454 
東 欧 0.0212 0.0075 O. 1407 0.0105 0.06421 
ソ 連 0.0235 0.0079 O. 1325 0.0116 0.0610 
統 計 ギャップ 0.0121 0.0619 0.2000 0.0189 0.1190 









輸出国 南ア連邦 日 本 中 東 オセアニア 計
E C 0.0044 0.0456 0.9485 0.0014 1.0 
の他西 欧 0.0057 0.0639 0.9287 0.0018 1.0 
ナ ダ 0.0050 0.1740 0.8194 0.0017 1.0 
メ カ 0.0099 0.2112 0.7770 0.0019 1.0 
ーストラリア
ユージーランド 0.0046 0.1750 0.7902 0.0303 1.0 
ブ カ 0.0020 0.0243 0.9725 0.0011 1.0 
南 米 0.0089 0.0105 0.9187 0.0019 1.0 
ジ ア 0.0026 0.0527 0.9414 0.0033 1.0 
国 0.0039 0.0794 0.9143 0.0023 1.0 
欧 日.0058 0.0644 0.9280 0.0018 1.0 
連 0.0061 0.0715 0.9197 0.0020 1.0 
計 ギャップ 0.0018 0.2852 0.7113 0.0017 1.0 






























輸出国 南ア連邦 日 本 中 東 オセアニア 計
E C 2 23 487 l 
そ の 他西欧 -8 -86 -1244 -2 -1340 
カ ナ ダ 20 690 3251 7 
ア メ カ 186 3978 14638 36 18838 
オーストラリア・
ニュージーランド 10 398 1798 69 2275 
ア フ カ 7ー -88 -3520 明 4 -3619 
中 南 米 -9 -72 -933 2ー -1016 
ア ジ ア 4ー -74 -1328 -5 -1411 
中 国 -9 -190 画 2194 -6 -2399 
東 欧 1ー3 -141 -2037 -4 -2195 
ソ 連 -42 -448 -5753 1ー3 -6256 
統 計ギャップ 。 -49 -122 。 1ー72
















輸出国 南ア連邦 日 本 中 東 オセアニア 計
E C 0.0181 0.0059 0.1600 0.0095 0.0714 
そ の他 西欧 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 I 
カ ナ ダ O. 1572 0.1751 1.0692 0.0853 
アメリカ I1.4758 1.0092 4.8134 0.4724 
オーストラリア，
ニュージーランド 0.0825 0.1010 0.5911 0.8948 0.3166 I 
ア フ 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 
中 南 米 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 
ア ジ 7 I 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 
























F -B. . F' - X = B' X 〆
F -B ・(F+.6.F) ( B +ム B ) 一
"(5-9) -ム FF+.6.B = B .ム F+ム B.
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[A]; x [P] + [V] = [P] … ・… … … … … … ・ (5-10) 
[P] = [I-A;] -IX [V] 
= [(I-A)ー 1]'X[V] ・… … ・1.t.・… ・… … … ・ (5-11) 
ごとで[A ]は輸出入係数行列、 [ v ]は輸出ー単位当りの貿易黒字軍のベク












ニュージーランド地頃では各々 0.967%、 0.993%増加する。逆に中南米 (-0.32%)




減少する傾向を示している。 また同様に上の式から簡略計算法 {dpi=( B ni/ 
B nn)ム pn} を用いて、特定の輸出国の輸出価揺が変動した場合の揖及効果を導
くこともできる。例えば、砲の乗件を一定としてオーストラリア・ニュージーラ
ンド地輔のみの鞍物輸出価格が 1%上昇した場合、 ソ連の鞍物価格は7.38%上昇し、








3. R A S法による予測








ここで、輸出先代替変化の修正銘数(R )は Expandingexporter (今後、輸
出入国の間で輸出拡大が期待される輸出国)の場合には 1より大、 Declingexpor 
t er (輸出拡大が余り期待されない輸出国)の場合には lより小となり、他方、
輸入依存度変化の修正係数(S )は Unefficientexporter (貿易黒字華の揖少





して、 [ R] (輸出先代替変化の修正係数)は 0.865(アメリカは1.005) となり、
この期間を通じて輪出の伸びが停滞する誘因をもっていたことになる。 また、 [ 





























[ 1 ]日華調査委員会絹「日豪と西太平洋経済 大来佐武朗、ジョン・クロ
フォード合同委員会報告 J 1976年4月、 日本経済研究センター
[ 2 ]加賀爪 橿「日豪農水産貿易の課題 J (外務省欧E局大洋州課 r80年代の日
葺関係」和55年4月所収)および「農産物貿易と豪州経済の進路 J (小島清
絹「太平洋協力と日豪の関心 J 日豪調査委員会、 1983年 10月所収)
[ 3 ]加賀爪 優「オーストラリアにお lする食料需給・貿易の動向と農業政策 J ( 
池間誠絹「オーストラリア経清への視点」日華調査委員会、 1986年3月所収)
[ 4 ]加賀爪 置「オセアニア牛肉産業の計量経済分析 J ( r農業総合研究 J第3
s巻第3号、農業総合研究所、 1982年 7月)および「オーストラリア・ニュー
ジーランドにお付る羊肉産業の計量経済分析 J ( r農業総合研究」第 37巻
第3号、農業総合研究、 1983年 7月所収)
[ 5 ]加賀爪 恒「オーストラリアにお付る農産物輸出の動向と規定要因 J ( r農
業総合研究」第 38巻第 1号、農業総合研究所、 1984年 1月所収)
[ 6 ]金子敬生「産業連聞の理論と適用 J 日本評論社、 昭和46年2月
2ー16-
アジア経済研究昂「アジア太平洋諸国の貿易と産業調整」山沢逸平/野原[ 7 ] 
1985年 3月所、
国際連合「国連貿易統計 J各年版[ 8] 







、 、 ， ，? ??? 、?





























































































































































































































































































































































































































































終りに (終りに.J XW) 
今年はオーストラリアの建国200年祭の年である。 200年祭と言っても、イギリ
ス人の入植開始以来 200年なのであって、その当時は6つの独立の植民地でしかな
かった。また現在のニュージーランドもニューサウスウエールズ植民地の一部で
あった。連邦国家の樹立はそれから 113年を経た 1901年のことであるから、実質的
には建国以来 87年しか経っていないことになる(因みニュージーランドの独立は
最終的には 1949年である)。捜多の軒余曲折を経て連邦結成の降、にこの各々の植
民地が現在の各州となったのであるが、この僅か87年の聞にオーストラリアは世
界一豊かな固から OECD諸国の中でも中位を辛うじて保つメンバー固にまで調落し
た。その最も大きな原因は宗主国イギリスの凋落である。イギリスのECへの加盟
は1973年であるからオーストラリアが本国の英連邦特恵得遇から完全に脱皮して
独り歩きしてからは 15年しか経っていないのである。
経済成長論の分野ではよく製造業部門が樹立するには最低5000万人の人口が必
要だといわれる。オーストラリアの人口は 1500万程度であり、その三分のーにも
満たない(つまりオーストラリアでは日本の 22倍の国土に東京都の人口しか居住
していないのである)。このように人口が少ない為に工業部門が育たない。その
結果として一次産品部門を強化してきたが、この部門では雇用眼収力が小さい為
にその過小な人口(労働力不足と同時に国内需要不足)の中で失業が発生すると
いうディレンマにたっているのである。
このような中でオーストラリアが今後、採るべき政貨は、従来の貿易論が教え
る産業間分業(または垂直分業)ではなく、いわゆる産業内分業(または水平分
業)の途であろう。つまり各産業部門をある程度維持して、産業構造に柔軟性を
持たせた上でその各々の産業部門内部の比較優位分野に特化してい〈ことであろ
う。具体的には今後も重要性を増してくるのは貰揮に立脚した産業であるが、そ
の貰掘を従来の様に原材料のままで輸出するのではなく、それに一次加工を加え
て圏内での付加価値を少しでも高めてから輸出することである。畜産部門では食
肉そのものではな〈食肉加工品として、 また園芸部門ではフルーツそのものでは
なく、その加工品、例えぽワインなどとして輸出することであろう。また砂槽黍
からアルコールを作り、これをエネルギー混として産業化することや輸送費の高
-227-
〈付く石炭を譲化して輸送費の節約できる石油代替財として製造することなども
将来性のある例であり現にその方向に産業構造調整が進んでいるのである。その
中で従来の形の農業部門はここ暫〈の問、構造調整の寅担を強いられるであろう。
最後に、本論文をまとめるに当たって、多くの方々のお世話になった。 特に
頼 平先生には、学部学生時代から大学院時代にかけて公私にわたりお世話にな
った。 この論文を提出するに至る過程でも、遅々として進まない筆者の原稿作成
を忍耐強〈励まし続げ、常に刺置を与えて下さった。さらに藤谷築次先生と西村
博行先生は、頼先生と共にご多忙中にも拘らず貴重な時間を割いていただき、と
の読み辛い草稿に目を通して適切かつ懇切丁寧な御助言を下さった@ここに衷心
よりお礼を申し上げたい。
また中鴫千尋先生には学部学生時代から大学院時代、 さらに農政学講座の助手
を努めてからも指導教富として、時には厳しく、また時には曜かい御指導と励ま
しを惜しまれなかった。先生からは単に時涜に乗った新知識の吸収能力ではな〈、
既成の事実に対する自問自害能力が研究者として最も重要であることを教えられ
た。さらにまた学部及び修士課程在学中には、貝原基介先生と吉田 忠先生には
特に色んな面でお世話いただいた。両先生からは農業問題のミクロ的な接近法を
御教示いただいた。
筆者はまた京都大学経清研究所や東南アジア研究センターの詰先生方にも色々
とご指導をいただいた。前者の佐和隆光先生からは計量経済学を、 f走者の安場保
吉(現在、大阪大学教授)先生からは経済発展論の講義やゼミを通じて多大の学
問的刺置を受けた。そこでは、経済学部のみならず工学部や数学科或は他大学か
らの学生と共に受講することが多かったが、あの緊彊感のあるムードは今なお慎
かしく思い出される。筆者の最も知的成長率の高い時期であった。この様に筆者
は京都時代に非常に多〈の良き指導教官に恵まれた。
さらに農林水産省農業総合研究所に移ってからは、当時の所長の並木正吉先生、
その後任の紙谷貢先生(現在、東京農大教授)を始的、研究所の先輩でもある辺
見謙三先生(もと東大教授、現在、亜細亜大学教授)からはより視野の広い角度
からの分析手法を身につ付る上で多くの貴重な第曹を受げた。また、三枝華清先
生(もと農業総合研究所研究員、現在、東京都立大学教授)からは、統計的手法
を身に付付る上で大きな影響を受げた。
-28-
筆者が研究対象としてオセアニアに興味を持ち始めたのは、大学院博士課程在
学中に、オーストラリアのクイーズランド大学のJ.W. ロングワース先生が京大農
学部に半年間滞在されたことからである。その後、研究所に移ってからも、相互
に交流する機会が多く、筆者が現地を訪問する度に色々とお世話になっている。
またロングワース先生も何度か筆者の研究所を訪問され、 また或る時にはご自身
の修士課程の学生を私のもとにおくってこられたりもした。さらに筆者は、ニュ
ージーランドのカンタペリー大学リンカーン・カレッジに2年間留学したが、その
際、 B.ロス教援やA.ズワート教授には大変なお世話になった。紙面の都合で逐一
列挙することはできないが、その他にも、実に多数の先生方のご指導を得た。こ
こに篤く感謝の意を表したい。
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